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組合員の皆さんに 10月理事会の報告をします。

１．東京電力柏崎刈羽原子力発電所６・７号機の再稼動に反対す
るパブリックコメントを提出します。
２．2017 年１～２月に実施した「生活クラブくらしと共同購入
についてのアンケート調査」の最終報告書がまとまりました。４

年前からの組合員の生活意識や実態の変化など、調査結果から見
える課題に取り組んでいきます。
３．エッコロ福祉基金助成の審査方法について、審査基準と審査
の手順を承認しました。
４．2018 年度から保育園事業を始めるにあたり、職種・地域を
限定した「限定正規職員」の就業規則を制定しました。

９月の組織報告   総供給高　624,668,599 円　　
　　　　　　　　     総組合員数　41,209 人（班 5,234 人  個別 20,142 人　デポー 11,139 人　経済共済 4,694 人）

発行 /生活クラブ虹の街　 発行責任者 /木村庸子　　編集 /組織部            
〒261-0011千葉市美浜区真砂5-21-12　  tel 043-278-7671    fax 043-279-7490 　http://chiba.seikatsuclub.coop/             
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虹の街 Facebook はこちらから→
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つくってみよう！３つのアイテムでピッカピカ！…使いきれる分ずつつくりましょう。

　　　プリプリせっけん

蓋付きのびんなどに、せっけ
ん大さじ２にぬるま湯180ml
を加え、溶けるまでよく振っ
てできあがり。溶けにくい時
は電子レンジで30秒程温め
る。

・ブラインド
・レンジフード
・風呂
・トイレ

せっけん                                          
大さじ２　                 

 ぬるま湯
 180ml

　　　クエン酸水

水 200ml にクエン酸小さじ

１を入れ、よく溶かしてでき

あがり。スプレーボトルに入

れて使うと便利です。

・パソコン
・電子レンジ
・オーブントースター
・冷蔵庫
・風呂・トイレ
・洗面所

クエン酸                                          
小さじ１　                 

 水 
200ml

　　　重曹ペースト

びんなどに重曹１カップ、水

1/3カップを入れ、よくかき

混ぜます。
・パソコン
・電子レンジ
・オーブントースター
・冷蔵庫

重曹                                          
１カップ　                 

 水
 1/3 カップ

プ ク 重

重クプ・３ページの　　　はプリプリせっけん、　　　はクエン酸水、　　　は重曹ペースト　です。

出展 /『すっきりきれい！シンプルクリーニング』発行：ゆうエージェンシー

せっけんでシンプルおそうじ！

たまった
汚れに

せっけんでラクチン大掃除！

せっけん→ふりかけボトルで
台所のシンク、お風呂の床、トイレの便器に、ぱらっ
とふりかけて、アクリルたわしやブラシでさっとこす
れば、汚れがたまりにくくなります。
＊せっけん：無添加せっけん・粒状せっけん（香料使用）・
　　　　　　せっけんの街

炭酸塩→水溶液をスプレーで
ちょっと手ごわい汚れには重曹よりこちらをひ
と吹き。多めの油で調理した日は、レンジも食
器も排水口にもスプレーすると落ちやすく。浴
槽にもスプレーしてアクリルたわしでこすれば
湯アカ対策に。

アクリルたわし
汚れの少ない食器はこれだけできれい
に。浴槽や洗面台の湯アカ・水アカに。
アクリル毛糸を束ねて真ん中をしばるだ
けでOK!
ハブラシ・スポンジ・古くなったTシャツ
T シャツなどは切ってボロ布に。

クエン酸→水溶液をスプレーで
水まわりは何といってもこれ。シンクや蛇口周
辺、浴槽にスプレーしてふき取り。トイレのタ
ンクや床にもかけてふいておく。これで厄介な
水アカなどを追放。

酸素系漂白剤→ふりかけボトルで
原料は過炭酸ナトリウム 100％。塩素系
と違い有害な塩素ガスが発生しません。
お風呂の排水口にふりかけて熱湯を注
いで、カビ防止にも。

重曹→ふりかけボトルで
油汚れ落とし、クレンザー、消臭剤とし
て使える重炭酸ナトリウム。茶渋や焦げ
付き落としに、冷蔵庫や生ごみの消臭に
ぱらぱらとふりかけて、ひとふき。

セスキ炭酸ソーダ→水溶液をスプレーで
pH9.8 と弱めのアルカリ性で扱いやすく。キッチ
ン周りの油汚れ落としなど多目的に使えます。

生活クラブの消費材
安心素材でカンタンきれい！

○○用
洗剤で

、

家のな
かが洗

剤だら
け

になっ
ていま

せんか
？

家じゅうのそうじ、このカゴひとつで、ほとんど万全

シュッとひと吹き、ぱらっとひとふりの
毎日で、ぴかぴか、清潔な暮らしにチャ
レンジしてみませんか。

　　　　　　　　　　では「すがすがしく新年を迎
えよう！大掃除＆片づけアイディア大募集中」です。
詳しくはORコードから。賞品はフルーツインゼリー
（4 種 8個）。どなたでもご参加いただけます！
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洗濯、キッチン、お風呂などで毎日使う洗浄剤をせっけん類に切り替えてみませんか。

おまけ
重曹入りのお風呂でほっこり。
・一般的な入浴剤の主成分は重曹。
カップ 1/2 ～ 1 の重曹を入れれば
重曹泉に。

 Living  リビング

軍手を使えば短時間
で効果的に

網　戸
・せっけんと水を合わ

せて泡立ててメレンゲ

状にし、泡を上から下

へ塗りつけていく。

・15分くらい経ったら

軍手で泡をふき取る。乾いた軍手か布でからぶき

をする。

ブラインド
・ブラインドは閉めた状

態にしておく。

・軍手に少量の　　　を

つけて、上段から順に

こすっていく。

・下まで終わったら、

新しい軍手に取り替えてふき取る。

・最後に軍手を取り替えて、からぶきする。

プ

手アカ落としには重曹が活躍！
パソコン
・重曹を溶かした液をボロ布にしみこませてふき、

　　　をしみこませ固く絞った布でふき取る。

＊液晶ディスプレイの水ぶきはおやめください。

ク

 Bath&Washroom  バス・トイレ

水アカにはクエン酸、カビ防止には漂白剤
風　呂
・シャワーや蛇口、バスタブまわりの白く

こびりついた汚れ…

湿らせたティッシュ

ペーパーを貼り付けて、

クエン酸をふりかけ 30

分ほど置いてからスポ

ンジでこすり落とす。

・タイルの目地…重曹と　　　をスポンジにつ

けてこすり洗い。

・排水口のカビ防止に…髪の毛などを取り除き、

酸素系漂白剤をふりかけ、やかん１杯の熱湯を

流しいれる。

プ

クエン酸とクレンザーで隅々まできれいに
トイレ
・電源を切り、便座に　　　をスプレーし、柔ら

かい布でふく。

・便器のなかの汚れは、　　　をブラシにつけて

ゴシゴシこすり落とす。

１カップのお湯で溶か

した濃いめのクエン酸

液を便器に回しかけて

一晩放置し、翌朝ブラ

シでこすりながら水で

流す。細かい溝などの

手の届きにくい部分は、

クレンザーかクリームクレンザーをハブラシに

つけてこすり取る。

ク
プ

汚れにあわせて洗浄剤を使い分け
洗面所
・鏡や蛇口には　　　をスプレーし、布などで

ふく。蛇口の細かい部分はハブラシで。

・洗面台は　　　をスポンジにつけてこすり洗

い。頑固な汚れに

はクレンザーかク

リームクレンザー

を使ってこすり取

る。

ク

Kitchin　キッチン

重曹の泡で落として、　　　で中和と除菌
冷蔵庫
・庫内…汚れが気になる部分に重曹をふりかけ、

水をスプレーして湿らせ、汚れが泡と一緒に浮

きあがってきたらぼろ布などでふき取る。

・　　　をスプレーし、乾いた布でふき取る。

・外側…　　　をスポンジにつけてこすり洗い。
　スプレーし、乾いた布でふき取る。

ク
重

やっぱりせっけんが一番！
換気扇
・外せるものは外
してシンクに移し、
せっけんをまんべん
なくふりかけ、その
上に湿らせたティッ
シュペーパーや布を
かぶせてしばらく置き、かぶせておいたティッ
シュペーパーや布でふき取る。

レンジフード
・ティッシュペーパー

に　　　を塗ったも

のを貼り付けてしば
らく置き、ぼろ布で
少しずつこすり取っ
ていく。

プ

注意：家電製品は電源を切り、水気を嫌う場所
には、水分を多く含む洗浄液の使用にはご注意
ください。また、掃除後の使用の際は庫内等が
よく乾いていることを確認してください。

泡の力で油をうきあがらせて
電子レンジ・オーブントースター
・電子レンジ内の汚れ部分に　　　を塗る。

・ペーストが油を吸収したら、ボロ布などで

ふき取る。

・乾いた布に

をスプレーして

ふき取る。

ク

重

プ

取り外せない部分の、
ねっとりついた油汚れに

ク

２～３ページは HP でカラーでご覧になれます。→
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霧雨のなか、理事長の木村庸子さんのあいさつでオープニングセレモニー開始。デポー
建設実行委員会メンバーのテープカット。鏡開きは、左から東條絵美建設委員長、田
中寛子運営委員長、タイヘイ（株）伊橋弘二工場長、木村庸子理事長、片桐浩章専務

生活クラブ虹の街の９つめのデポーが流山市お
おたかの森にオープンしました。10/20 ～ 22
にオープンまつりを開催。この３日間で 141
人が加入しました。紙面は、初日のようすです。
（当デポー組合員数 1,230 人：10/31 現在）

デポーおおたかの森オープン

←（株）平田牧場：豚肉を手
際良くさばき、好みの量や厚
みにオーダーカット

↓駐車スペースではテント奥か
ら、東薫酒造（株）：鏡びらき
と日本酒の試飲、ニューオー
クボ（株）：パスタの試食、ス
ワンベーカリー柏店：店長と
小林さんも参加してパンの試
食と販売

日東珈琲（株）：テイスティングコー
ナーでおいしいいれ方を伝授。良い
香りがフロアに

↑地域交流スペースこだち：アイラ
ンドキッチンが２つ。料理会やクラ
フトなどいろいろな組合員活動に使
えるスペース。託児の小部屋も併設。
ここから多様な事柄が地域に発信さ
れます
↑生活クラブ虹の街 小規模保育 お
おたかの森：来年４月開園予定。木
をふんだんに使っています

ワーコレ（惣菜部）
の調理室

ハグみちゃん（生活クラブ共済
のキャラ）は、ここでも大人気！

できたての弁当・惣菜が並ぶ

２階へ

このページは、
HPでカラー
でご覧になれ
ます。
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今から考えるプラチナ世代への準備　終活フェア

11 月 4 日、ホテルメイプルイン幕張（千葉市）で、
終活フェア実行委員会（メンバーは、虹の街福祉委
員会、生活クラブ共済連、生活クラブ・スピリッツ

（株）・風の村・VAIC-CCI・W.Co 葬祭サポート千葉・

W.Co 千葉県連合会）が生活クラブの葬儀とその関
連事業を多くの方に知ってもらおうと、終活フェア
を開催しました。会場には、組合員やその家族など
115 人が訪れました。

ライフプラン・断捨利講座
ライフプラン講座の、ＦＰの会藤井智子さん

（左）と断捨利講座の鈴木二味子さん。

終活フェアを開催して

　「終活」というイメージとは違い、
とても明るい雰囲気が印象的でした。
お葬式に関するブースだけでなく、ビ
オサポの試食やスワンのパンの販売な
ど活気があり活力になるようなブー
スがあったり、風の村やワーカーズの
ブースで情報を得られるのは生活クラ
ブの終活ならではだと思いました。　
　各回の学習講座が終了すると、その
参加者が各ブースを訪れ、熱心に話を
聞いていました。
　一人ででいくつも相談を受けている
方や、「とても勉強になりました」と
笑顔で帰る姿を見て、プラチナ世代だ
けでなく、多世代にわたって関心の高
い情報がコンパクトに盛り込まれた
フェアになったのではないかと感じて
います。

福祉委員　谷川統姫子

ヘルス＆ビューティー
虹の街：ビオサポセット試食　スワンベーカリー：パン販売　ハイム化粧品（株）：化粧相談　
生活クラブ・スピリッツ（株）：健康補助食品

これからの生活
W.Co 生活クラブ FP の会：相続相談　VAIC-CCI：成年後見制度　第三者評価・日常
生活支援　風の村：高齢者向け住宅　生活クラブ共済連：庄内地方で暮らす　
メモリアルアートの大野屋：お墓の相談　

葬儀関連
W.Co 葬祭サポート千葉：生前・葬儀の相談　生
活クラブ・スピリッツ（株）：生活クラブ葬風の旅・
エコロジー棺・消費材返礼品・ソウルジュエリー・
海洋 散 骨・樹 木 葬　
W.Co 千葉県連合会：
おもてなし料理・法事
弁当（試食）

販売ブース
W.Co 千葉県連合会：弁当販売　NPO はぐくみの杜
を支える会：チャリティーグッズ販売　風の村とんぼ
舎さくら：クッキー・飲み物販売

生活クラブ虹の街
生活クラブの紹介・シニア向け共済

生活クラブ風の村
福祉用具の展示・住宅改修の相談

遺影撮影
カメラマン

尾崎三朗さん

葬儀学習会　1/19（金）柏ブロック　1/31（水）松戸ブロック　2/2（金）千葉ブロック　3/7（水）佐倉ブロック　3/13（火）ベイブロック
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊詳しくは各ブロック（センター）へお問い合わせください。



復興支援被災地ツアー

　東日本大震災から６年が経過し、イン
フラの整備や仮説住宅の撤去、福島県避
難者の帰還など被災地の状況が当時と大
きく変化しています。これまでできたこ
と、これから必要なことを整理し、次の
ステップに移行する時期を迎え、被災地
の状況を確認すると共に、今後必要な支
援について検討していく機会にと企画
された 2017 年生活クラブ被災地ツアー。
10 月 13 ～ 14 日、連合会の主催で行われ、
北は青森・首都圏・南は大阪、福島から
は 16 人、連合会や親生会など、49 人（千
葉からは２人）が参加しました。
…NPO 法人シャローム
　震災前から障がい者支援を行ってきた
団体で、一人ひとりの個性・特技を生か
した活動がされています。震災後に断念
した福島市内でのひまわり栽培などの農
業授産も、県外からの支援の提案を受け
て 2012 年から始動。福島から全国の協力
者へ種を送り、栽培・収穫された種が福
島へ返送され、ひまわり油となる。収益は、
福島の子どもたちの保養事業や障がい者
支援事業に活用されています。また、パ
ンや雑貨などを販売している「まちなか
夢工房」は、仲間たちの居場所づくりに
もなっています。
　代表の大竹静子さんは「障がいの有無
に関係なく、共生をテーマに社会福祉・
まちづくり・政策提言など新しい共生社
会の構築に寄与したい」。
…NPO 花見山を守る会
　「花見山のクリーンアップ活動から始
まった。震災孤児（14 人）のサポートや、
避難者の自立のためのサロンなどを財団
として行っている。私たち人と人が繫がっ
て共生することも復興の一つだと考えて
います」と代表の高橋真一さん。
…高橋徳治商店 高橋英雄社長の話
　懇親会で、「こころの復興は、何も手が
つけられていない。被災地は日本の問題
が凝縮している」という言葉が心に留ま
りました。また、「近隣の引きこもりの若
者 (15 ～ 39 歳 ) たちが生きている時間を

幸せで満たし、地域の光になれるように、
来年３月、東松島工場敷地内に小さな野
菜加工場が完成します。市場経済に組み
込まれない新しい仕事の仕組みを若者た
ち自身で発信し経営していけるような会
社工場にできたら。夢の夢ですが」と話
す高橋さんの熱い想いが伝わります。

…女
おながわ

川と大川小学校

　一般社団法人うみねこ代表の八木純子
さんは、「避難所での乳幼児の子守、避難
所や仮説住宅での物資配給や炊き出しな
どの活動を経てコミュニティ形成や経済
的自立を目的に活動しています。つらい
こと以上の楽しいことを考えて活動して
います」と話します。
　津波にのみこまれ、多くの子どもの命
がなくなった大川小学校の校舎を前に、
八木さんの「想定外の時に自分の命を守
れる子にどう育てるか」という言葉が心
に残りました。
…共生地域創造財団
　震災支援と現地の復興・未来に向けた
共生地域の創造を目的に、ホームレス支
援全国ネットワーク、グリーンコープ共
同体、生活クラブ生協により 2011 年 11
月に設立。牡蠣養殖・いちごの販売・う
みねこ（上記）・シャロームひまわり PJ・
花見山を守る会などを支援しています。
　ツアーを通して、そこに暮らす方たち
の多くの苦悩とその想いを形にするパ
ワー、その後も新たな挑戦が続いていく
ことを目の当たりにしました。あったこ
とを忘れることなく、想いを寄せ、思考
を停止せず、自分にできることを考えた
いと思います。　   環境委員長　船水　香

第 24回千葉県協同組合女性交流会

　10 月 16 日、千葉県協同組合間提携女
性交流会が開催され、38 人が参加して、
横浜税関・保管倉庫を見学しました。
　この交流会は、農林水産業及び、生産

現場での体験や暮らしに共通する課題の
話し合い等を通じて、生産者と消費者が
相互に交流することを目的に、1991 年よ
り開催され、千葉県生活協同組合連合会・
千葉県漁協女性部連絡協議会・JA 千葉女
性部協議会が参加しています。
　今年度は、「日本における輸入農産物の
現状と課題」と題し、私たちが生きてい
く上で欠かすことができない「食」につ
いて、見学等から、私たちにできること
は何かを考えました。
　横浜税関の輸入農産物の倉庫（野積み）
の見学では、港湾労働組合執行委員長の
奥村芳明さんの説明を受けました。倉庫
のなか（写真）には、塩漬けにされた大
根・きゅうりが木枠に入れられビニール
袋に包まれた状態で保管されていました。
当日は小雨がぱらつく肌寒い天候だった
ので直ぐに腐る心配はないようでしたが、
真夏の炎天下でも同様に保管されている
のです。倉庫と言っても温度管理のない
ビニールハウスのような簡易なつくりな
ので、害虫や不審者の侵入など食べ物を
保管する場所としては不安を感じました。

　「年間 100 件以上輸入食品の講演や港見
学を行っていますが、今までに見学に来
た人たちも食料のこのような管理に憤慨
しショックを受けています。これでもま
だましで、以前は食料でも野ざらしで管
理するものもあった」と奥村さん。
　次に室内に移動し、「輸入食品の安全性
―現場からの報告」を聞きました。
　「現在、日本の食料自給率がカロリー
ベースで 38％（1996 年度）人口が 1 億
2500 万人だとすると、計算上では 7700
万人が３食、輸入食品を食べている計算
になります。その輸入食品の検査をする
食品衛生監視員が少ないことや、輸入食
品のサンプルの検査の結果が出る前に流
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　　こども・若者未来基金
 

社会的養護下に暮らす子たちの自立への支
援のために、ちばこどもおうえんだんが基
金を設立し、県内の３つの生協（上記）が
参画しています。
　　　　　←詳しくは、虹の街 HP を　
　　　　　　ご覧ください。

通してしまい本来食べてはいけないもの
が消費者の口に入ってしまっています」
と奥村さん。
　今まで輸入食品の現状を詳しく知らな
かったので安全性についてとても驚き不
安を感じました。
　その後、中華街で昼食をとりながら、
ＪＡ千葉女性部協議会・千葉県漁協女性
部連絡協議会・他生協の方と「見学の感
想や私たちにできること」などの意見交
換を行いました。ＪＡの皆さんから、生
産にあたっての生産者の努力や苦労など
の話が聞け、輸入食品の管理の杜撰さに
比べ、日本での農薬使用の厳しさや日本
の農産物がいかに安全で新鮮かなど、生
産者と日頃の活動の情報交換ができ、親
睦を深められました。
　生活クラブの組合員は当たり前のよう
に国産の農産物を食べています。安全
で安心、新鮮な国産品を食べ続けていく
ことの大切さを強く感じた交流会でした。

　　　               　     運営委員　坂上桃子

第 2回ゲノム編集学習会

　８月に続き２回目となるゲノム編集の
学習会が、生活クラブ連合会の主催で 10
月 26 日に新宿で開催されました。
　東京都市大学環境学部教授の大塚善樹
さんを講師に「ゲノム編集技術・社会的
な考察」と題して社会学の見地からのゲ
ノム編集技術を学習しました。
　ゲノム編集とは、「GM（遺伝子組み換え）
による NONGM（非遺伝子組み換え）」で、
使っている技術は GM だができたものは
GM ではないと言えるようなものである
というゲノム編集技術の仕組みの話しか
ら。第 1 回の学習会（コルザ 10 月号にて

報告）でも学習したとおり、ゲノム編集と
は今までの GM と違い、狙った遺伝子を
確実に切断し遺伝子の情報を操作し、そ
の痕跡が残らないので自然界で起こる遺
伝子の突然変異と区別がつきません。さ
らに遺伝子組み換えと判断する術がない
ことなど問題点を学習。また、新たに「エ
ピゲノム編集（遺伝子の DNA 配列は改変
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しないで遺伝子の ON/OFF を改変する）」
など次から次へと新しい技術が生み出さ
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編集はアメリカの FDA( 食品医薬品局）
の規制対象外であり表示義務もなく開発
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草剤耐性や害虫耐性の GM は農業者によ
る雑草や害虫への配慮を抑制し、野菜や
果実の変色や成熟を抑制した GM は流通
業者による消費者への配慮を抑制するも
のです。今や DIY によるゲノム編集（2013

年米国でクラウドファンディングによって

蛍光を発する GMO をつくった）が行われ
ているという事実。今後、個人がゲノム
編集した生物が市場外で流通することも
考えられることから、技術自体をどう考
えていくのかが問題です。私たち人間は、
生命の神秘といわれるように命の仕組み
をまだ理解しきれていません。それなの
に命（遺伝子）を操作するということは
無謀なことです。
　消費者自身が学習し、技術の進歩が間
違った方向に向かっていかないように監
視していかなければならないと思いまし
た。　　　                副理事長　並木道代

子どものくらしと自立

　10 月 27 日、アミュゼ柏（柏市）で生
活クラブ千葉・パルシステム千葉・なの
はな生協・（NPO）ちばこどもおうえんだ
んの共催で「社会的養護のこどものくら
しと自立を考えるシンポジウム」第２回
が開催され、73 人が参加しました。
　講演者は、小中学校の情緒障害児学級・
定時制高校・児童相談
所一時保護所職員など
を経て、現在、自立援
助ホーム南柏のホーム
長の佐藤陽一さん。
　開口一番に「応援団という言葉が好き
です」。「中学校を卒業して高校に進学し
なければ、頼る人のいない子は 15 歳か
ら養護施設を出て自立しなければならず、
住民票には戸主として国民健康保険に加
入し、支払いが始まります。児童養護施
設にいる頃から心の奥に覚悟している、
自分を養うために働かなくてはならない
こと。同じ十代のアルバイトでも親元に
いる子とは違います。この仕組みは無理
があり、本来はこの時からの援助が必要
なんです。19 歳で一人暮らしを始めた子
が、ホームで 1 年間仕事しないで自由に
できて、頼りにできる人がいるという時
間が持てたから今やれる。ホームにいて
良かったと言いました。このように、頼
れる人に出会わないと、そのまた子ども
へとその連鎖はなくなりません」。
　人の命が大切にされない社会で、弱い
立場の子どもたちが犠牲になり、そして
親になります。「すぐに助けられる資源・
制度があること」という佐藤さんの言葉
は、子どもの命を大事にする社会へ繫が
るものだと思います。　　    コルザ　鈴木
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復興支援被災地ツアー
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の状況を確認すると共に、今後必要な支
援について検討していく機会にと企画
された 2017 年生活クラブ被災地ツアー。
10 月 13 ～ 14 日、連合会の主催で行われ、
北は青森・首都圏・南は大阪、福島から
は 16 人、連合会や親生会など、49 人（千
葉からは２人）が参加しました。
…NPO 法人シャローム
　震災前から障がい者支援を行ってきた
団体で、一人ひとりの個性・特技を生か
した活動がされています。震災後に断念
した福島市内でのひまわり栽培などの農
業授産も、県外からの支援の提案を受け
て 2012 年から始動。福島から全国の協力
者へ種を送り、栽培・収穫された種が福
島へ返送され、ひまわり油となる。収益は、
福島の子どもたちの保養事業や障がい者
支援事業に活用されています。また、パ
ンや雑貨などを販売している「まちなか
夢工房」は、仲間たちの居場所づくりに
もなっています。
　代表の大竹静子さんは「障がいの有無
に関係なく、共生をテーマに社会福祉・
まちづくり・政策提言など新しい共生社
会の構築に寄与したい」。
…NPO 花見山を守る会
　「花見山のクリーンアップ活動から始
まった。震災孤児（14 人）のサポートや、
避難者の自立のためのサロンなどを財団
として行っている。私たち人と人が繫がっ
て共生することも復興の一つだと考えて
います」と代表の高橋真一さん。
…高橋徳治商店 高橋英雄社長の話
　懇親会で、「こころの復興は、何も手が
つけられていない。被災地は日本の問題
が凝縮している」という言葉が心に留ま
りました。また、「近隣の引きこもりの若
者 (15 ～ 39 歳 ) たちが生きている時間を

幸せで満たし、地域の光になれるように、
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込まれない新しい仕事の仕組みを若者た
ち自身で発信し経営していけるような会
社工場にできたら。夢の夢ですが」と話
す高橋さんの熱い想いが伝わります。
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報告）でも学習したとおり、ゲノム編集と
は今までの GM と違い、狙った遺伝子を
確実に切断し遺伝子の情報を操作し、そ
の痕跡が残らないので自然界で起こる遺
伝子の突然変異と区別がつきません。さ
らに遺伝子組み換えと判断する術がない
ことなど問題点を学習。また、新たに「エ
ピゲノム編集（遺伝子の DNA 配列は改変
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しないで遺伝子の ON/OFF を改変する）」
など次から次へと新しい技術が生み出さ
れ、どのように規制すれば良いのかが大
きな問題となっています。このような技
術でつくられているものは、アクリル
アミドの生成や変色を抑えるジャガイモ、
スターチとしての特性を上げるトウモロ
コシ（食用ではなく紙用）、切った時の変
色を抑えるリンゴなど、今までの害虫耐
性や除草剤耐性などの農薬を使うための
技術とは全く違ったものです。　これに
より「農と食の分離」が起こり工業やサー
ビス業への GM 技術の進出が問題である
と大塚さんは警鐘を鳴らします。ゲノム
編集はアメリカの FDA( 食品医薬品局）
の規制対象外であり表示義務もなく開発
コストも安いことから、今までのバイオ
メジャー（農薬会社）以外の参入がすすみ、
中小企業やベンチャー企業が工業原料な
どに対象作物を拡大する危険性もありま
す。また、変色しない果実や野菜の開発は、
流通業にも拡散するかもしれません。
　ゲノム編集技術の問題点は、このような
農の工業化・食の工業化・食の外部化に
よって食と農の距離の拡大を促進してし
まうことです。倫理的な科学技術とは「他
者への配慮」がされているかどうか。除
草剤耐性や害虫耐性の GM は農業者によ
る雑草や害虫への配慮を抑制し、野菜や
果実の変色や成熟を抑制した GM は流通
業者による消費者への配慮を抑制するも
のです。今や DIY によるゲノム編集（2013

年米国でクラウドファンディングによって

蛍光を発する GMO をつくった）が行われ
ているという事実。今後、個人がゲノム
編集した生物が市場外で流通することも
考えられることから、技術自体をどう考
えていくのかが問題です。私たち人間は、
生命の神秘といわれるように命の仕組み
をまだ理解しきれていません。それなの
に命（遺伝子）を操作するということは
無謀なことです。
　消費者自身が学習し、技術の進歩が間
違った方向に向かっていかないように監
視していかなければならないと思いまし
た。　　　                副理事長　並木道代

子どものくらしと自立

　10 月 27 日、アミュゼ柏（柏市）で生
活クラブ千葉・パルシステム千葉・なの
はな生協・（NPO）ちばこどもおうえんだ
んの共催で「社会的養護のこどものくら
しと自立を考えるシンポジウム」第２回
が開催され、73 人が参加しました。
　講演者は、小中学校の情緒障害児学級・
定時制高校・児童相談
所一時保護所職員など
を経て、現在、自立援
助ホーム南柏のホーム
長の佐藤陽一さん。
　開口一番に「応援団という言葉が好き
です」。「中学校を卒業して高校に進学し
なければ、頼る人のいない子は 15 歳か
ら養護施設を出て自立しなければならず、
住民票には戸主として国民健康保険に加
入し、支払いが始まります。児童養護施
設にいる頃から心の奥に覚悟している、
自分を養うために働かなくてはならない
こと。同じ十代のアルバイトでも親元に
いる子とは違います。この仕組みは無理
があり、本来はこの時からの援助が必要
なんです。19 歳で一人暮らしを始めた子
が、ホームで 1 年間仕事しないで自由に
できて、頼りにできる人がいるという時
間が持てたから今やれる。ホームにいて
良かったと言いました。このように、頼
れる人に出会わないと、そのまた子ども
へとその連鎖はなくなりません」。
　人の命が大切にされない社会で、弱い
立場の子どもたちが犠牲になり、そして
親になります。「すぐに助けられる資源・
制度があること」という佐藤さんの言葉
は、子どもの命を大事にする社会へ繫が
るものだと思います。　　    コルザ　鈴木

子どものくらしと自立
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復興支援被災地ツアー

　東日本大震災から６年が経過し、イン
フラの整備や仮説住宅の撤去、福島県避
難者の帰還など被災地の状況が当時と大
きく変化しています。これまでできたこ
と、これから必要なことを整理し、次の
ステップに移行する時期を迎え、被災地
の状況を確認すると共に、今後必要な支
援について検討していく機会にと企画
された 2017 年生活クラブ被災地ツアー。
10 月 13 ～ 14 日、連合会の主催で行われ、
北は青森・首都圏・南は大阪、福島から
は 16 人、連合会や親生会など、49 人（千
葉からは２人）が参加しました。
…NPO 法人シャローム
　震災前から障がい者支援を行ってきた
団体で、一人ひとりの個性・特技を生か
した活動がされています。震災後に断念
した福島市内でのひまわり栽培などの農
業授産も、県外からの支援の提案を受け
て 2012 年から始動。福島から全国の協力
者へ種を送り、栽培・収穫された種が福
島へ返送され、ひまわり油となる。収益は、
福島の子どもたちの保養事業や障がい者
支援事業に活用されています。また、パ
ンや雑貨などを販売している「まちなか
夢工房」は、仲間たちの居場所づくりに
もなっています。
　代表の大竹静子さんは「障がいの有無
に関係なく、共生をテーマに社会福祉・
まちづくり・政策提言など新しい共生社
会の構築に寄与したい」。
…NPO 花見山を守る会
　「花見山のクリーンアップ活動から始
まった。震災孤児（14 人）のサポートや、
避難者の自立のためのサロンなどを財団
として行っている。私たち人と人が繫がっ
て共生することも復興の一つだと考えて
います」と代表の高橋真一さん。
…高橋徳治商店 高橋英雄社長の話
　懇親会で、「こころの復興は、何も手が
つけられていない。被災地は日本の問題
が凝縮している」という言葉が心に留ま
りました。また、「近隣の引きこもりの若
者 (15 ～ 39 歳 ) たちが生きている時間を

幸せで満たし、地域の光になれるように、
来年３月、東松島工場敷地内に小さな野
菜加工場が完成します。市場経済に組み
込まれない新しい仕事の仕組みを若者た
ち自身で発信し経営していけるような会
社工場にできたら。夢の夢ですが」と話
す高橋さんの熱い想いが伝わります。

…女
おながわ

川と大川小学校

　一般社団法人うみねこ代表の八木純子
さんは、「避難所での乳幼児の子守、避難
所や仮説住宅での物資配給や炊き出しな
どの活動を経てコミュニティ形成や経済
的自立を目的に活動しています。つらい
こと以上の楽しいことを考えて活動して
います」と話します。
　津波にのみこまれ、多くの子どもの命
がなくなった大川小学校の校舎を前に、
八木さんの「想定外の時に自分の命を守
れる子にどう育てるか」という言葉が心
に残りました。
…共生地域創造財団
　震災支援と現地の復興・未来に向けた
共生地域の創造を目的に、ホームレス支
援全国ネットワーク、グリーンコープ共
同体、生活クラブ生協により 2011 年 11
月に設立。牡蠣養殖・いちごの販売・う
みねこ（上記）・シャロームひまわり PJ・
花見山を守る会などを支援しています。
　ツアーを通して、そこに暮らす方たち
の多くの苦悩とその想いを形にするパ
ワー、その後も新たな挑戦が続いていく
ことを目の当たりにしました。あったこ
とを忘れることなく、想いを寄せ、思考
を停止せず、自分にできることを考えた
いと思います。　   環境委員長　船水　香

第 24回千葉県協同組合女性交流会

　10 月 16 日、千葉県協同組合間提携女
性交流会が開催され、38 人が参加して、
横浜税関・保管倉庫を見学しました。
　この交流会は、農林水産業及び、生産

現場での体験や暮らしに共通する課題の
話し合い等を通じて、生産者と消費者が
相互に交流することを目的に、1991 年よ
り開催され、千葉県生活協同組合連合会・
千葉県漁協女性部連絡協議会・JA 千葉女
性部協議会が参加しています。
　今年度は、「日本における輸入農産物の
現状と課題」と題し、私たちが生きてい
く上で欠かすことができない「食」につ
いて、見学等から、私たちにできること
は何かを考えました。
　横浜税関の輸入農産物の倉庫（野積み）
の見学では、港湾労働組合執行委員長の
奥村芳明さんの説明を受けました。倉庫
のなか（写真）には、塩漬けにされた大
根・きゅうりが木枠に入れられビニール
袋に包まれた状態で保管されていました。
当日は小雨がぱらつく肌寒い天候だった
ので直ぐに腐る心配はないようでしたが、
真夏の炎天下でも同様に保管されている
のです。倉庫と言っても温度管理のない
ビニールハウスのような簡易なつくりな
ので、害虫や不審者の侵入など食べ物を
保管する場所としては不安を感じました。

　「年間 100 件以上輸入食品の講演や港見
学を行っていますが、今までに見学に来
た人たちも食料のこのような管理に憤慨
しショックを受けています。これでもま
だましで、以前は食料でも野ざらしで管
理するものもあった」と奥村さん。
　次に室内に移動し、「輸入食品の安全性
―現場からの報告」を聞きました。
　「現在、日本の食料自給率がカロリー
ベースで 38％（1996 年度）人口が 1 億
2500 万人だとすると、計算上では 7700
万人が３食、輸入食品を食べている計算
になります。その輸入食品の検査をする
食品衛生監視員が少ないことや、輸入食
品のサンプルの検査の結果が出る前に流
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　　こども・若者未来基金
 

社会的養護下に暮らす子たちの自立への支
援のために、ちばこどもおうえんだんが基
金を設立し、県内の３つの生協（上記）が
参画しています。
　　　　　←詳しくは、虹の街 HP を　
　　　　　　ご覧ください。

通してしまい本来食べてはいけないもの
が消費者の口に入ってしまっています」
と奥村さん。
　今まで輸入食品の現状を詳しく知らな
かったので安全性についてとても驚き不
安を感じました。
　その後、中華街で昼食をとりながら、
ＪＡ千葉女性部協議会・千葉県漁協女性
部連絡協議会・他生協の方と「見学の感
想や私たちにできること」などの意見交
換を行いました。ＪＡの皆さんから、生
産にあたっての生産者の努力や苦労など
の話が聞け、輸入食品の管理の杜撰さに
比べ、日本での農薬使用の厳しさや日本
の農産物がいかに安全で新鮮かなど、生
産者と日頃の活動の情報交換ができ、親
睦を深められました。
　生活クラブの組合員は当たり前のよう
に国産の農産物を食べています。安全
で安心、新鮮な国産品を食べ続けていく
ことの大切さを強く感じた交流会でした。

　　　               　     運営委員　坂上桃子

第 2回ゲノム編集学習会

　８月に続き２回目となるゲノム編集の
学習会が、生活クラブ連合会の主催で 10
月 26 日に新宿で開催されました。
　東京都市大学環境学部教授の大塚善樹
さんを講師に「ゲノム編集技術・社会的
な考察」と題して社会学の見地からのゲ
ノム編集技術を学習しました。
　ゲノム編集とは、「GM（遺伝子組み換え）
による NONGM（非遺伝子組み換え）」で、
使っている技術は GM だができたものは
GM ではないと言えるようなものである
というゲノム編集技術の仕組みの話しか
ら。第 1 回の学習会（コルザ 10 月号にて

報告）でも学習したとおり、ゲノム編集と
は今までの GM と違い、狙った遺伝子を
確実に切断し遺伝子の情報を操作し、そ
の痕跡が残らないので自然界で起こる遺
伝子の突然変異と区別がつきません。さ
らに遺伝子組み換えと判断する術がない
ことなど問題点を学習。また、新たに「エ
ピゲノム編集（遺伝子の DNA 配列は改変
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しないで遺伝子の ON/OFF を改変する）」
など次から次へと新しい技術が生み出さ
れ、どのように規制すれば良いのかが大
きな問題となっています。このような技
術でつくられているものは、アクリル
アミドの生成や変色を抑えるジャガイモ、
スターチとしての特性を上げるトウモロ
コシ（食用ではなく紙用）、切った時の変
色を抑えるリンゴなど、今までの害虫耐
性や除草剤耐性などの農薬を使うための
技術とは全く違ったものです。　これに
より「農と食の分離」が起こり工業やサー
ビス業への GM 技術の進出が問題である
と大塚さんは警鐘を鳴らします。ゲノム
編集はアメリカの FDA( 食品医薬品局）
の規制対象外であり表示義務もなく開発
コストも安いことから、今までのバイオ
メジャー（農薬会社）以外の参入がすすみ、
中小企業やベンチャー企業が工業原料な
どに対象作物を拡大する危険性もありま
す。また、変色しない果実や野菜の開発は、
流通業にも拡散するかもしれません。
　ゲノム編集技術の問題点は、このような
農の工業化・食の工業化・食の外部化に
よって食と農の距離の拡大を促進してし
まうことです。倫理的な科学技術とは「他
者への配慮」がされているかどうか。除
草剤耐性や害虫耐性の GM は農業者によ
る雑草や害虫への配慮を抑制し、野菜や
果実の変色や成熟を抑制した GM は流通
業者による消費者への配慮を抑制するも
のです。今や DIY によるゲノム編集（2013

年米国でクラウドファンディングによって

蛍光を発する GMO をつくった）が行われ
ているという事実。今後、個人がゲノム
編集した生物が市場外で流通することも
考えられることから、技術自体をどう考
えていくのかが問題です。私たち人間は、
生命の神秘といわれるように命の仕組み
をまだ理解しきれていません。それなの
に命（遺伝子）を操作するということは
無謀なことです。
　消費者自身が学習し、技術の進歩が間
違った方向に向かっていかないように監
視していかなければならないと思いまし
た。　　　                副理事長　並木道代

子どものくらしと自立

　10 月 27 日、アミュゼ柏（柏市）で生
活クラブ千葉・パルシステム千葉・なの
はな生協・（NPO）ちばこどもおうえんだ
んの共催で「社会的養護のこどものくら
しと自立を考えるシンポジウム」第２回
が開催され、73 人が参加しました。
　講演者は、小中学校の情緒障害児学級・
定時制高校・児童相談
所一時保護所職員など
を経て、現在、自立援
助ホーム南柏のホーム
長の佐藤陽一さん。
　開口一番に「応援団という言葉が好き
です」。「中学校を卒業して高校に進学し
なければ、頼る人のいない子は 15 歳か
ら養護施設を出て自立しなければならず、
住民票には戸主として国民健康保険に加
入し、支払いが始まります。児童養護施
設にいる頃から心の奥に覚悟している、
自分を養うために働かなくてはならない
こと。同じ十代のアルバイトでも親元に
いる子とは違います。この仕組みは無理
があり、本来はこの時からの援助が必要
なんです。19 歳で一人暮らしを始めた子
が、ホームで 1 年間仕事しないで自由に
できて、頼りにできる人がいるという時
間が持てたから今やれる。ホームにいて
良かったと言いました。このように、頼
れる人に出会わないと、そのまた子ども
へとその連鎖はなくなりません」。
　人の命が大切にされない社会で、弱い
立場の子どもたちが犠牲になり、そして
親になります。「すぐに助けられる資源・
制度があること」という佐藤さんの言葉
は、子どもの命を大事にする社会へ繫が
るものだと思います。　　    コルザ　鈴木

子どものくらしと自立
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　10 月 24 日、デポー浦安組合員室
ULaLaka で、「うららかキッチン」を
開催しました。７月のデポーリニュー
アルに合わせて組合員室もリニューア
ル。毎月行っているデポカフェも新し
い組合員室の名前にちなんで「うらら
かキッチン」にリニューアルしました。
　少しずつ仲間が増え、10 月はマッ
クスの６人参加。自己紹介の時に聞く

「好きな消費材」は毎回発見がありま
す。調理法やアレンジの仕方に発展す
ることもあり、楽しみです。今回はハー

ドルの高そうなカレースパイスセット
やかつお荒けずりなどに。実はレシピ
がついていて、簡単においしくできる
こと、忙しい朝のお弁当づくりに焼き
肉のたれが重宝などの話しも。
　ランチは、「にかほフェア」に合
わせて、鱈しょっつる使いこなしメ
ニュー！きのこの炊き込みご飯・浅漬
け・汁物に鱈しょっつるを使いました。
醤油に少し加えるだけでコクが出てど
れも好評。デザートは、ハロウィンを
意識してかぼちゃを使った炊飯器でつ

くるケーキ。
　生活クラブの取り組み、こだわり、
楽しいイベントについて知ってもらい、
消費材ランチを食べながら組合員同士
楽しく交流。新しい方もベテランさん
も、おしゃべりをしに来てくれるのを
毎月お待ちしています。　

運営委員　大木由子
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ブロック活動ファイル

　冷たい雨が降る 10 月 14・15 日、
野田市消費生活展に参加しました。
　虹の街のテーマは「あなたも食べ
ている！？遺伝子組み換えってなあ
に？」。生活クラブのトマトケチャッ
プと市販のトマトケチャップの食べ比
べを通してどの原料が遺伝子組み換
え（GM) の可能性があるのかを考え
てもらう展示にしました。一番人気は
やっぱり生活クラブのトマトケチャッ
プ！！！どれが好みかを家族や友だち
と話しながら、GM 食品について考え

るきっかけになったと思います。
　しかし、「本当のところ何なのか
な？」と理解できない方が多く、ふだ
ん何気なく手に取り、口にしているも
のに GM 原料が使われていて、それ
を食べることでどのようなことが体に
起こるのかを少しでも考え、選ぶ力を
もてたら、より良い形で未来へバトン
を渡せるのではないかと改めて思いま
した。
　これからも、GM について少しずつ
でも考えてもらえる機会をつくりたい と思いました。　　　  理事　土屋妙子

　10 月 25 日、白井コミュニティセ
ンター（白井市）でモッツァレラチー
ズ作りを開催。13 人が参加しました。
　デモンストレーションでは、手早く
短時間でつくれることに驚きの声が上
がりました。そして、ノンホモ牛乳１
本を持っていざ実践！初めてでも失敗
なく、牛乳 1 本分の値段でつくれる
ということで、皆さん意気投合し、会
話が弾みました。できたモッツァレラ
チーズは持ち帰り、夕飯の１品に。ホ
エーもレシピを参考にしてわが家の新

メニューができそうです。
　カタログにつくり方が掲載されて
いましたが、「実際につくってみて納
得！」だったようです。「安心安全で
値段も塩分も気にせずにおいしいチー
ズが食べたい」等々、家族への思いを
感じました。
　お楽しみのティータイムのメニュー
はデモでつくったモッツァレラチーズ、
国産六穀クラッカー、バナナケーキ、
コロコロおかき、ナッツチョコと盛り
だくさん。

　皆さんと試食をしながらつどいを開
催し、活発な意見が交わされました。
　消費材を信頼し集まる組合員と、こ
れから使い始める方々が生活クラブを
共有し、次世代に繋げられるような活
動をしていきたいと改めて思いました。
　　　　　　       運営委員　藤川久美子
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　10 月 17 日、センター佐倉でエッ
コロカフェを開催。16 人が参加しま
した。
　エッコロ制度は組合員の皆さんの
月 100 円の掛け金に支えられた共済
制度。このうちの約 80 円は日常生活
保障や組合員活動保障にあてられてい
ます。今年 10 月から、日常生活での
ちょっとした困りごとをケアする（生
活支援サービス）虹の街のエッコロサ
ポーターの個人登録が始まりました。
　実際にケア活動をしているＷ . Ｃｏ

ういず・ねこの手さくらの永田信子さ
んに事例説明をしてもらいました。「２
人の小さなお子さんをもつお母さんが
依頼者で、ケア者２人で訪問。一人は、
冷蔵庫にある食材で依頼者の希望の食
事をつくり、一人は上のお子さんの見
守りでした。依頼者からの『ありがと
う』がケア者側の自信にもなります」。
　　ティータイムは、地元のアコー
ディオン奏者の生演奏で、「見上げて
ごらん夜の星を」などを歌い、リラッ
クス。

コルザ 2017 年 12 月号 No.389（9）

ブロック活動ファイル

　「さつまいもの日」の 10 月 13 日、
デポー真砂・地域交流スペース渚にて、
秋のつどいを開催。17 人が参加しま
した。
　まずは、月島食品工業（株）のパイ
シートを使い、さつまいものタルトや
紅玉りんごを使った薔薇のアップルパ
イ、さらに餡子パイづくり。パイシー
トは、パイだけでなくタルトの土台に
もなる！ということで、参加者から驚
きの声があがりました。試食の紫いも
の芋羊羹と紅玉のりんごジャムも用意。

タルトとパイの焼きあがりはオーブン
に任せて秋のつどいを始めました。　
　参加者の約半数が個配（個人配送）
の組合員ということで、「個配低額利
用者からの手数料徴収導入の検討」に
ついて提案したところ、おおむね好意
的な印象を受けました。また生活クラ
ブでんきについて、「原発は一切使っ
ておらず、自然エネルギーを推進し
ている」という他社との明確な違い
や、「価格差がないこと」を伝えまし
た。他にもこの４月に参議院本会議で

可決・成立
した「主要
農 産 物 種
子 法 を 廃
止する法律

案」（生活クラブは同法の廃止に対して反

対している）について話し合いました。
冬ギフトやおせちのカタログを見てワ
クワクしたり…。
　参加者全員がしっかりと参加でき、
楽しくておいしい秋のつどいでした。

運営委員　佐藤珠実

千葉ブロック 真砂 秋のつどい

　木々が色づき始めた 10 月 17 日、
土気あすみが丘プラザにて、市原ブ
ロック主催、紅玉のつどいと題した秋
のつどいを開催しました。連日の雨模
様のなか、あすみが丘をベースに活発
なコミュニティ活動を続けている「あ
すみが丘・ラ・ヴィータ」メンバーを
中心に 20 人以上が集いました。
　まずは、ベテラン組合員のサポー
ターの主導で、消費材の安心でおいし
い紅玉を使ってジャムづくり。続いて
できたてジャムと消費材のパイシート

で ア ッ プ ル パ イ づ
くり。簡単なのに絶
品と大好評で、すぐ
に 家 で 試 し た い と
いう声が多数聞かれました。
　つどいでは、理事、運営委員からの
提案に真剣に耳を傾け、意見や質問も
活発に交わされました。
　ランチは、サポーターが朝からコト
コト煮込んだ手づくりミートソースパ
スタ、ミートパイ、紅玉スライス入り
のグリーンサラダ、紅玉のコンポート

を新生酪農のプレーンヨーグルトにの
せたものなど。秋の実りを堪能する贅
沢ランチを囲みながら、組合員同士の
会話も弾みました。

運営委員　井川智子

千葉ブロック千葉ブロック

佐倉ブロック

市原ブロック

エッコロカフェ開催

紅玉を食べよう！秋のつどい

　その後、福祉委員と登録希望者がど
のようなケアができるのか話し合いな
がら登録用紙に記入。身近で無理のな
いケアができるよう、活動範囲は近隣
を予定しています。今回は、８人が登
録しました。各地で説明会を予定して
いますので、参加してみてください。   

運営委員　伊藤綾子

↑エッコロサ
ポーターの
赤いエプロン
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　10 月 24 日、デポー浦安組合員室
ULaLaka で、「うららかキッチン」を
開催しました。７月のデポーリニュー
アルに合わせて組合員室もリニューア
ル。毎月行っているデポカフェも新し
い組合員室の名前にちなんで「うらら
かキッチン」にリニューアルしました。
　少しずつ仲間が増え、10 月はマッ
クスの６人参加。自己紹介の時に聞く

「好きな消費材」は毎回発見がありま
す。調理法やアレンジの仕方に発展す
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やかつお荒けずりなどに。実はレシピ
がついていて、簡単においしくできる
こと、忙しい朝のお弁当づくりに焼き
肉のたれが重宝などの話しも。
　ランチは、「にかほフェア」に合
わせて、鱈しょっつる使いこなしメ
ニュー！きのこの炊き込みご飯・浅漬
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　これからも、GM について少しずつ
でも考えてもらえる機会をつくりたい と思いました。　　　  理事　土屋妙子

　10 月 25 日、白井コミュニティセ
ンター（白井市）でモッツァレラチー
ズ作りを開催。13 人が参加しました。
　デモンストレーションでは、手早く
短時間でつくれることに驚きの声が上
がりました。そして、ノンホモ牛乳１
本を持っていざ実践！初めてでも失敗
なく、牛乳 1 本分の値段でつくれる
ということで、皆さん意気投合し、会
話が弾みました。できたモッツァレラ
チーズは持ち帰り、夕飯の１品に。ホ
エーもレシピを参考にしてわが家の新

メニューができそうです。
　カタログにつくり方が掲載されて
いましたが、「実際につくってみて納
得！」だったようです。「安心安全で
値段も塩分も気にせずにおいしいチー
ズが食べたい」等々、家族への思いを
感じました。
　お楽しみのティータイムのメニュー
はデモでつくったモッツァレラチーズ、
国産六穀クラッカー、バナナケーキ、
コロコロおかき、ナッツチョコと盛り
だくさん。

　皆さんと試食をしながらつどいを開
催し、活発な意見が交わされました。
　消費材を信頼し集まる組合員と、こ
れから使い始める方々が生活クラブを
共有し、次世代に繋げられるような活
動をしていきたいと改めて思いました。
　　　　　　       運営委員　藤川久美子

モッツアレラチーズ作り

うららかキッチン

柏ブロック柏ブロック

松戸ブロック

柏ブロック柏ブロック

松戸ブロック

ベイブロック

＊ QR コードで各ブロックの Facebook へ！

野田市消費生活展に参加して
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　10 月 17 日、センター佐倉でエッ
コロカフェを開催。16 人が参加しま
した。
　エッコロ制度は組合員の皆さんの
月 100 円の掛け金に支えられた共済
制度。このうちの約 80 円は日常生活
保障や組合員活動保障にあてられてい
ます。今年 10 月から、日常生活での
ちょっとした困りごとをケアする（生
活支援サービス）虹の街のエッコロサ
ポーターの個人登録が始まりました。
　実際にケア活動をしているＷ . Ｃｏ

ういず・ねこの手さくらの永田信子さ
んに事例説明をしてもらいました。「２
人の小さなお子さんをもつお母さんが
依頼者で、ケア者２人で訪問。一人は、
冷蔵庫にある食材で依頼者の希望の食
事をつくり、一人は上のお子さんの見
守りでした。依頼者からの『ありがと
う』がケア者側の自信にもなります」。
　　ティータイムは、地元のアコー
ディオン奏者の生演奏で、「見上げて
ごらん夜の星を」などを歌い、リラッ
クス。
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ブロック活動ファイル

　「さつまいもの日」の 10 月 13 日、
デポー真砂・地域交流スペース渚にて、
秋のつどいを開催。17 人が参加しま
した。
　まずは、月島食品工業（株）のパイ
シートを使い、さつまいものタルトや
紅玉りんごを使った薔薇のアップルパ
イ、さらに餡子パイづくり。パイシー
トは、パイだけでなくタルトの土台に
もなる！ということで、参加者から驚
きの声があがりました。試食の紫いも
の芋羊羹と紅玉のりんごジャムも用意。

タルトとパイの焼きあがりはオーブン
に任せて秋のつどいを始めました。　
　参加者の約半数が個配（個人配送）
の組合員ということで、「個配低額利
用者からの手数料徴収導入の検討」に
ついて提案したところ、おおむね好意
的な印象を受けました。また生活クラ
ブでんきについて、「原発は一切使っ
ておらず、自然エネルギーを推進し
ている」という他社との明確な違い
や、「価格差がないこと」を伝えまし
た。他にもこの４月に参議院本会議で

可決・成立
した「主要
農 産 物 種
子 法 を 廃
止する法律

案」（生活クラブは同法の廃止に対して反

対している）について話し合いました。
冬ギフトやおせちのカタログを見てワ
クワクしたり…。
　参加者全員がしっかりと参加でき、
楽しくておいしい秋のつどいでした。

運営委員　佐藤珠実

千葉ブロック 真砂 秋のつどい

　木々が色づき始めた 10 月 17 日、
土気あすみが丘プラザにて、市原ブ
ロック主催、紅玉のつどいと題した秋
のつどいを開催しました。連日の雨模
様のなか、あすみが丘をベースに活発
なコミュニティ活動を続けている「あ
すみが丘・ラ・ヴィータ」メンバーを
中心に 20 人以上が集いました。
　まずは、ベテラン組合員のサポー
ターの主導で、消費材の安心でおいし
い紅玉を使ってジャムづくり。続いて
できたてジャムと消費材のパイシート

で ア ッ プ ル パ イ づ
くり。簡単なのに絶
品と大好評で、すぐ
に 家 で 試 し た い と
いう声が多数聞かれました。
　つどいでは、理事、運営委員からの
提案に真剣に耳を傾け、意見や質問も
活発に交わされました。
　ランチは、サポーターが朝からコト
コト煮込んだ手づくりミートソースパ
スタ、ミートパイ、紅玉スライス入り
のグリーンサラダ、紅玉のコンポート

を新生酪農のプレーンヨーグルトにの
せたものなど。秋の実りを堪能する贅
沢ランチを囲みながら、組合員同士の
会話も弾みました。

運営委員　井川智子

千葉ブロック千葉ブロック

佐倉ブロック

市原ブロック

エッコロカフェ開催

紅玉を食べよう！秋のつどい

　その後、福祉委員と登録希望者がど
のようなケアができるのか話し合いな
がら登録用紙に記入。身近で無理のな
いケアができるよう、活動範囲は近隣
を予定しています。今回は、８人が登
録しました。各地で説明会を予定して
いますので、参加してみてください。   

運営委員　伊藤綾子

↑エッコロサ
ポーターの
赤いエプロン
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生活クラブ風の村　10 月開始事業所のご紹介

生活クラブ千葉グループは、県内の生活クラブ関連９団体の

総合力で地域社会をより住みよく暮らしやすくするために社

会問題の解決とコミュニティの再生に寄与します。

生活クラブ風の村

　あなたの尊厳を守ります。

　【事業本部】佐倉市王子台 1-28-8 ちばぎん臼井ビル４階

　  tel：043-309-5811　fax：043-460-8844
　  http://www.kazenomura.jp/　　
      e-mail: info@kazenomura.jp 

　風の村なりたでは、訪問介護・ケ
アプランセンター・デイサービスに
加えて４つ目の事業です。在宅生活
を継続していくためには、定期訪問
に加え、24 時間 365 日の随時対応
や訪問看護等が必要になる場合もあ
り、風の村なりたをはじめ関連事業
所で協力し合い、ご利用者やご家族、
ご近所の方と共に、在宅生活のサ
ポートをしています。
　定期巡回サービスが何よりも良い
のは、ご利用者が自宅での生活を継
続できることです。一日複数回、短
時間で必要な部分のケアを行い、体
調などを確認できるため、ご利用者
の暮らしに沿った支援の仕方がより

わかりやすくなっています。ご利用
者をサポートするために、関わる人
たちとの日ごろの情報共有も大切に
しています。
　現在ご利用の方は、「朝晩の電話
の定時連絡やコールで、安心して夜
が眠れるようになった」「朝の電話
で、服薬忘れが無くなり確認できる

ようになった」など、在宅生活の不
安の解消や、生活リズムを整えるこ
とができるようになりました。
　大切なご利用者が安心して在宅生
活が継続できるように、地域の方た
ちと一緒に定期巡回サービスをすす
めていきたいと思います。ご興味の
ある方、サービスについてもっとお
知りになりたい方には、説明に伺い
ますのでお気軽にお問い合わせくだ
さい。
生活クラブ風の村定期巡回ステーション
なりた所長　　　　　             山根佳子

 問合せ　   tel：0476-37-5277
 　　　　　成田市大竹字内沼 370

定期巡回ステーションなりた が始動！

　八街市では、2006 年から直営型
の地域包括支援センター１ヵ所で八
街市全域の相談業務等を行っていま
した。このたび４つに分かれている
日常生活圏域＊のうち２圏域を風の
村が八街市からの委託を受けて担当
することになりました。以前から地
元の方が集う「南部老人憩いの家」

の一部をリフォームし開所しました。

地域包括支援センターが行う主な支援

１、自立した生活ができるよう介
    　護予防をすすめます。
２、介護に関する悩みなどさまざま
        な相談に応じます。
３、高齢者の皆さんの権利を守ります。

　11 月 3 日には、地区で開催され
た「沖の祭り」で、地元産の野菜を
使った芋煮鍋や地元商店の地場野菜
や加工食品の販売会がありました。
祭りでは、鷹匠が鷹を飛ばして参加
者の腕にのせるなど多数のアトラク

ションもあり、参加した方たちの明
るく生き生きとした姿を拝見し、こ
の笑顔をいつまでも絶やすことなく
住み慣れた自宅で過ごすことができ
るように支援していきたいと思いま
した。
＊地理的条件、人口等の社会的条件、　
　介護サービス等の施設整備状況等を

　勘案して定められている。

八街市南部地域包括支援センター所長
　　　　　　　　　　　　  石元多津子

 問合せ　  tel ：043-308-3426
　　　　　八街市沖 1124 番地 2

　

八街市南部地域包括支援センタースタート！

問合せ　  　  

問合せ

定期巡回ステーションなりた事務所
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ＮＰＯクラブ

　市民のチカラをあつめる、つなぐ、高める、広げる。

　【住所】千葉市美浜区真砂 5-21-12
　 tel：043-303-1688　fax：043-303-1689　
　http://npoclub.com/
　 e-mail: npo-club@par.odn.ne.jp

（認定 NPO）ちば市民活動・市民事業
　　サポートクラブ
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生活クラブ千葉グループからのお知らせ

  

  

  

「ちばユニバーサル農業フェスタ」を応援しています

VAIC-CCI

　だれもが自分らしく安心して暮らせる地域に。

　【事業本部】千葉市稲毛区園生町 1107-7
　tel：043-290-8015　fax：043-290-8016　
　http://www.vaic-cci.jp/     
　e-mail: info@vaic-cci.jp 　　　   （認定 NPO) ＶＡＩＣコミュニティケア研究所

家計相談支援事業が始まって丸４年がたちました !

差し替

認定

　近年は、家計収支を整える前に相談者の家族関係や
環境、精神的な部分等も並行して支援を行わなければ
いけないような複雑な相談内容が多くなっています。
また、公的費用（税金や保険料など）や家賃滞納、住
宅ローン等の支払いが難しくなっている人、たくさん
の借金を抱えている人も多く、ぎりぎりまで支払いを
続け、我慢の限界がきてやっと相談に来る人もいます。
　　　　
　　　　何か困ったことがあったら…
　　　　　　相談専用ダイヤル　tel：043-290-8061

　　ちばユニバーサル農業フェスタ 2017 クリスマス　四街道で開催！

    問合せ：NPO 法人地域創造ネットワークちば（実行委員会事務局）

http://blog.canpan.info/souzounet/
Facebook ：www.facebook.com/nougyoufesta
tel：043-270-5601　e-mail：souzounet@coast.ocn.ne.jp

さまざまな人が農業を通じて出会い、
交流し、はたらきあう、新しい農業の
かたち「ユニバーサル農業」。その考
えを広め、出会いの場を提供するフェ
スタを今年も開催します。
全国有数の農業県である千葉県から、

「農業の持つ可能性」「農の価値」を
社会に発信します。県内各地から約
40 団体が出展。
子どもも大人も楽しめる企画がいっぱ
いです。小・中・高校生や市民グルー
プによる「クリスマス・コンサート」も
開催します。どうぞお出かけください。
入場無料・雨天決行。

日時：12 月 16 日（土）10：00 ～ 15：00

会場：四街道市文化センター（駐車場・　
　　   広場・館内）四街道市大日 396

販売ブース：葉物、根菜、お米、落花生、
シクラメン、ジャム、蜂蜜、四街道のグルメ

（スープカレー、クッキー）、ランチ＆スイー
ツ（おこわ、太巻き寿司、焼き鳥、パン、ケー

キ、プリン、焼き芋など）、クリスマスリース、
雑貨、工芸品など
体験イベント：和棉の綿繰り体験、紙ひこ
うきであそぼう、万華鏡工作など
相談コーナー：就農相談、園芸・栽培相談
主催：ちばユニバーサル農業フェスタ実行委員会
協力：四街道市みんなで地域づくりセンター
　　    四街道市地域振興財団

私たちは、暮らしやすい地域づくりの
ために、ボランティア・子育て・障が
い者・地域交流の支援、生活支援など、
さまざまな事業に取り組んでいます。
私たちは、一人ひとりの暮らしを大切
にしています。

家計相談支援員募集中！

研修日：12 月 19 日（火）10：00 ～ 17：00
　　　　　　　　(12：00 ～ 13：00 昼休憩）

場　所：生活クラブ風の村サポートハウス光ヶ丘

　　　　柏市東中新宿 4-5-12

参加費：2,000 円

☆ファイナンシャルプランナー・社会福祉士の有資格者歓迎！

tel：090-2638-4587（竹中）

　　　　
　　　　何か困ったことがあったら…

　　　たくさんの相談者の話に耳を傾け
できるだけ本人の希望に沿うよう、自立に向けた支援をしてきました。
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　 e-mail: npo-club@par.odn.ne.jp

（認定 NPO）ちば市民活動・市民事業
　　サポートクラブ

コルザ 2017 年 12 月号 No.389（11）

生活クラブ千葉グループからのお知らせ

  

  

  

「ちばユニバーサル農業フェスタ」を応援しています

VAIC-CCI

　だれもが自分らしく安心して暮らせる地域に。

　【事業本部】千葉市稲毛区園生町 1107-7
　tel：043-290-8015　fax：043-290-8016　
　http://www.vaic-cci.jp/     
　e-mail: info@vaic-cci.jp 　　　   （認定 NPO) ＶＡＩＣコミュニティケア研究所

家計相談支援事業が始まって丸４年がたちました !

差し替

認定

　近年は、家計収支を整える前に相談者の家族関係や
環境、精神的な部分等も並行して支援を行わなければ
いけないような複雑な相談内容が多くなっています。
また、公的費用（税金や保険料など）や家賃滞納、住
宅ローン等の支払いが難しくなっている人、たくさん
の借金を抱えている人も多く、ぎりぎりまで支払いを
続け、我慢の限界がきてやっと相談に来る人もいます。
　　　　
　　　　何か困ったことがあったら…
　　　　　　相談専用ダイヤル　tel：043-290-8061

　　ちばユニバーサル農業フェスタ 2017 クリスマス　四街道で開催！

    問合せ：NPO 法人地域創造ネットワークちば（実行委員会事務局）

http://blog.canpan.info/souzounet/
Facebook ：www.facebook.com/nougyoufesta
tel：043-270-5601　e-mail：souzounet@coast.ocn.ne.jp

さまざまな人が農業を通じて出会い、
交流し、はたらきあう、新しい農業の
かたち「ユニバーサル農業」。その考
えを広め、出会いの場を提供するフェ
スタを今年も開催します。
全国有数の農業県である千葉県から、

「農業の持つ可能性」「農の価値」を
社会に発信します。県内各地から約
40 団体が出展。
子どもも大人も楽しめる企画がいっぱ
いです。小・中・高校生や市民グルー
プによる「クリスマス・コンサート」も
開催します。どうぞお出かけください。
入場無料・雨天決行。

日時：12 月 16 日（土）10：00 ～ 15：00

会場：四街道市文化センター（駐車場・　
　　   広場・館内）四街道市大日 396

販売ブース：葉物、根菜、お米、落花生、
シクラメン、ジャム、蜂蜜、四街道のグルメ

（スープカレー、クッキー）、ランチ＆スイー
ツ（おこわ、太巻き寿司、焼き鳥、パン、ケー

キ、プリン、焼き芋など）、クリスマスリース、
雑貨、工芸品など
体験イベント：和棉の綿繰り体験、紙ひこ
うきであそぼう、万華鏡工作など
相談コーナー：就農相談、園芸・栽培相談
主催：ちばユニバーサル農業フェスタ実行委員会
協力：四街道市みんなで地域づくりセンター
　　    四街道市地域振興財団

私たちは、暮らしやすい地域づくりの
ために、ボランティア・子育て・障が
い者・地域交流の支援、生活支援など、
さまざまな事業に取り組んでいます。
私たちは、一人ひとりの暮らしを大切
にしています。

家計相談支援員募集中！

研修日：12 月 19 日（火）10：00 ～ 17：00
　　　　　　　　(12：00 ～ 13：00 昼休憩）

場　所：生活クラブ風の村サポートハウス光ヶ丘

　　　　柏市東中新宿 4-5-12

参加費：2,000 円

☆ファイナンシャルプランナー・社会福祉士の有資格者歓迎！

tel：090-2638-4587（竹中）

　　　　
　　　　何か困ったことがあったら…

　　　たくさんの相談者の話に耳を傾け
できるだけ本人の希望に沿うよう、自立に向けた支援をしてきました。
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生活クラブ風の村　10 月開始事業所のご紹介

生活クラブ千葉グループは、県内の生活クラブ関連９団体の

総合力で地域社会をより住みよく暮らしやすくするために社

会問題の解決とコミュニティの再生に寄与します。

生活クラブ風の村

　あなたの尊厳を守ります。

　【事業本部】佐倉市王子台 1-28-8 ちばぎん臼井ビル４階

　  tel：043-309-5811　fax：043-460-8844
　  http://www.kazenomura.jp/　　
      e-mail: info@kazenomura.jp 

　風の村なりたでは、訪問介護・ケ
アプランセンター・デイサービスに
加えて４つ目の事業です。在宅生活
を継続していくためには、定期訪問
に加え、24 時間 365 日の随時対応
や訪問看護等が必要になる場合もあ
り、風の村なりたをはじめ関連事業
所で協力し合い、ご利用者やご家族、
ご近所の方と共に、在宅生活のサ
ポートをしています。
　定期巡回サービスが何よりも良い
のは、ご利用者が自宅での生活を継
続できることです。一日複数回、短
時間で必要な部分のケアを行い、体
調などを確認できるため、ご利用者
の暮らしに沿った支援の仕方がより

わかりやすくなっています。ご利用
者をサポートするために、関わる人
たちとの日ごろの情報共有も大切に
しています。
　現在ご利用の方は、「朝晩の電話
の定時連絡やコールで、安心して夜
が眠れるようになった」「朝の電話
で、服薬忘れが無くなり確認できる

ようになった」など、在宅生活の不
安の解消や、生活リズムを整えるこ
とができるようになりました。
　大切なご利用者が安心して在宅生
活が継続できるように、地域の方た
ちと一緒に定期巡回サービスをすす
めていきたいと思います。ご興味の
ある方、サービスについてもっとお
知りになりたい方には、説明に伺い
ますのでお気軽にお問い合わせくだ
さい。
生活クラブ風の村定期巡回ステーション
なりた所長　　　　　             山根佳子

 問合せ　   tel：0476-37-5277
 　　　　　成田市大竹字内沼 370

定期巡回ステーションなりた が始動！

　八街市では、2006 年から直営型
の地域包括支援センター１ヵ所で八
街市全域の相談業務等を行っていま
した。このたび４つに分かれている
日常生活圏域＊のうち２圏域を風の
村が八街市からの委託を受けて担当
することになりました。以前から地
元の方が集う「南部老人憩いの家」

の一部をリフォームし開所しました。

地域包括支援センターが行う主な支援

１、自立した生活ができるよう介
    　護予防をすすめます。
２、介護に関する悩みなどさまざま
        な相談に応じます。
３、高齢者の皆さんの権利を守ります。

　11 月 3 日には、地区で開催され
た「沖の祭り」で、地元産の野菜を
使った芋煮鍋や地元商店の地場野菜
や加工食品の販売会がありました。
祭りでは、鷹匠が鷹を飛ばして参加
者の腕にのせるなど多数のアトラク

ションもあり、参加した方たちの明
るく生き生きとした姿を拝見し、こ
の笑顔をいつまでも絶やすことなく
住み慣れた自宅で過ごすことができ
るように支援していきたいと思いま
した。
＊地理的条件、人口等の社会的条件、　
　介護サービス等の施設整備状況等を

　勘案して定められている。

八街市南部地域包括支援センター所長
　　　　　　　　　　　　  石元多津子

 問合せ　  tel ：043-308-3426
　　　　　八街市沖 1124 番地 2

　

八街市南部地域包括支援センタースタート！

問合せ　  　  

問合せ

定期巡回ステーションなりた事務所
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生活クラブ千葉グループからのお知らせ

就労支援はその人がどう生きていくかを一緒に考えること！

　就労支援と聞くと、仕事を探すお
手伝いをするというイメージが一般
的かもしれません。もちろん一緒に
ハローワークに行ったり、履歴書や
面接練習をしたりといった支援も
行っていますが、実はその人の人生
観や職業観を明確にするプロセスが
一番大切です。
　お仕事を探したことのある方なら
経験があるかもしれませんが、どう
いう仕事が向いているのかな？どう
いう仕事を探そうかなと考えた時、
私たちは自然と過去の経験を思い返

し、これからの人生をどのようにし
ていくかをぼんやりと考えたりしま
す。ここが明確になると、仕事探し
はガゼン楽なものになりますし、皆
さんが苦手としている面接対策など
もよりスムーズなものになります。
　ただ単にその人の希望条件を聞い
て仕事を探すのではなく、その人の
これまでの経験を整理し、これから
のことを一緒に考えていく支援は、
まさに生きていくための支援とも言
えます。一人ひとり人生が違うよう
に、私たちの支援も一人ひとりに合

　　25 周年記念イベント　開催！

コルザ 9 月号でお知らせした大野隆司さんの版画グッズの販売
も含め、一日楽しく遊んで学べる体験型イベントを開催します。
ぜひご参加ください。
　　　（お問い合わせ、参加申し込みは上記枠内の tel・fax・mail にて）

　日時　2018 年 ３月 ３日（土） 10：00（開始） ～ 17：00　
　会場　「パレット柏」Day One タワー　３F　
　　　　柏市柏１丁目 7 番１-301 号

　誰もがはたらきやすい社会をめざして。

　【住所】千葉市中央区中央 3-9-9 エレル千葉中央 304
　tel： 043-306-2564 　fax：043-306-2574　　　　
　http://uwnchiba.net    
    e-mail: info@uwnchiba.net （NPO）ユニバーサル就労ネットワークちば

UWN ちば

Ｗ . Ｃｏ連合会

　ワーカーズ・コレクティブで暮らしをデザイン
　
　【住所】柏市十余二 380-97
　tel ＆ fax：04-7134-0072
　http://wcochiba.org
　e-mail: wcochiba@s2.dion.ne.jp

（NPO）ワーカーズコレクティブ
千葉県連合会

ワーカーズコレクティブ千葉県連合会

おかげさまで 25 周年～社会的連帯経済の確かな担い手に～

わせて変化していきます。マニュア
ルにない支援、マニュアル化できな
い支援、それが私たちの就労支援の
特徴の一つでもあります。
　さて、就労支援からひきこもり支
援へと支援領域を広げてきた私たち
ですが、12 月からは毎月のように
イベントが開催される予定です。ユ
ニバーサル就労、ひきこもり支援や
就労準備支援についての報告や問題
提起を千葉市・浦安市・松戸市で実
施させていただく予定です。詳細は
順次ホームページに掲載いたします
ので、ぜひチェックを！

→

《いきいき・どきどき・わくわく》
街の縁側～ W.Co の居場所体験～
　趣味のお教室・健康体操・笑いヨガ・ 
　足つぼマッサージなどのワークショップ
《よりよく生きる選択》
W.Co のエンデイング連携事業　　　
　断捨離講座・葬儀について・法事弁当
　假屋崎省吾プロデュースのお棺にも
　入れます
《これからの街づくり》
暮らしやすい住みやすい街づくり　　
　誰もが活躍できる場を、繋ぐ、結ぶ、
　育てる。
　～こんな時こんな事～ W.Co の生活
　支援サービス　
《販売》
手作り品や食の W.Co のお弁当・惣菜
版画家  大野隆司さんの作品

大野隆司さん制作　
W.Co25 周年オリジナルねこ版画
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　毎日の暮らしに、フェアトレードを。

　【事業本部】千葉市美浜区真砂 5-21-12 １F
　開所時間　13：00 ～ 16：00（水・土・日・祝日休み）
　tel ＆ fax：043-279-8665　
　http://www.jca.apc.org/earthian　
　e-mail: earthian93@jca.apc.org　 （NPO）地球市民交流基金ＥＡＲＴＨＩＡＮ

アーシアン

NPO せっけんの街に新たな地域交流スペースを！せっけんの街

　生まれてくる新しい生命のために。

　【本部】柏市小青田 29-2
　tel：04-7134-0463　fax：04-7134-7468
　http://www.sekkennomachi.org
    e-mail: info@sekkennomachi.org　 （NPO）せっけんの街
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書き損じハガキの収集にご協力ください！

生活クラブ千葉グループからのお知らせ

みんなが集えて語れる場所に

　手賀沼の汚染がきっかけとなり、
捨てられていた天ぷら油からせっけ
んをつくり、資源が循環するしく
みをつくろうと手賀沼せっけん工
場が建設されてから 33 年が経ちま
す。工場は漁協や労働組合、生活ク
ラブ生協千葉の組合員を中心に一口
1,000 円で大勢の「私」が力を合わ
せ建設されました。
　操業以来、障がいのある人と共に

働く工場施設は、製造が一時止まる
ほど修理が必要なところが多々出て
きました。せっけんの良さをさらに
多くの人に広めようと、今年度から
2018 年度にかけ地域交流スペース
づくりと、特に障がいのある人にも
働きやすい快適環境整備をすすめる
ことを計画しています。

工場改築費用のご協力を！

　地域交流スペースでフリーマー
ケット、講演会などさまざまなイベ

ントを開催したり、企画に参画して
くださる方も大募集中です。
　来年度は、工場内のシャワー室な
どを改築したいと考えています。
　さまざまな方面に支援のお願いを
していますが、皆さまからの資金の
応援をどうかよろしくお願いいたし
ます。本部事務局（左上枠内）へご
連絡いただければ、振込用紙を送付
させていただきます。

手賀沼せっけん工場見学会
手賀沼乗船、
手賀沼の源流こんぶくろ池をめぐるツアー

日時：2018 年 1 月 26 日（金）
　　　　　　9：30 ～ 15：40
参加費：1,000 円
　　　　（せっけんのお土産つき）
集合場所：手賀沼親水広場 第１駐車場
詳しくはホームページ、Facebook で。
参加申し込みは、本部事務局へ。

手賀沼せっけん工場見学会手賀沼せっけん工場見学会手賀沼せっけん工場見学会手賀沼せっけん工場見学会手賀沼せっけん工場見学会手賀沼せっけん工場見学会

　いらなくなった未使用の古ハガキ
や書き損じハガキをアーシアンに
送ってください。ハガキは JVC（日

本国際ボランティアセンター）のラオ
スでの活動に役立てられます。
　JVC ではラオスの村人の暮らしの
基盤である森を乱開発から守り、持
続的な農業による生活の改善の活動
を行っています。
  ・収集は 2018 年２月末まで
  ・ハガキは古くてもかまいませんが、消印のない未使用に限ります。
  ・千葉事務所、アーシアンショップ柏までご持参いただくかお送りください。
                                                                                 　 （送料はご負担願います）

年末年始の休業のお知らせ

アーシアン千葉事務所　
12月 27日～１月４日

アーシアンショップ柏　
12月 28日～１月５日

村人との話し合い

入会案内

年会費：正会員（議決権あり）
　　      支援会員 共に 6,000 円
＊生活クラブ組合員は共同購入代金と同時
　引き落とし（毎月 500 円）ができます。

連絡先：アーシアン事務所まで
tel：043-279-8665
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生活クラブ千葉グループからのお知らせ

就労支援はその人がどう生きていくかを一緒に考えること！

　就労支援と聞くと、仕事を探すお
手伝いをするというイメージが一般
的かもしれません。もちろん一緒に
ハローワークに行ったり、履歴書や
面接練習をしたりといった支援も
行っていますが、実はその人の人生
観や職業観を明確にするプロセスが
一番大切です。
　お仕事を探したことのある方なら
経験があるかもしれませんが、どう
いう仕事が向いているのかな？どう
いう仕事を探そうかなと考えた時、
私たちは自然と過去の経験を思い返

し、これからの人生をどのようにし
ていくかをぼんやりと考えたりしま
す。ここが明確になると、仕事探し
はガゼン楽なものになりますし、皆
さんが苦手としている面接対策など
もよりスムーズなものになります。
　ただ単にその人の希望条件を聞い
て仕事を探すのではなく、その人の
これまでの経験を整理し、これから
のことを一緒に考えていく支援は、
まさに生きていくための支援とも言
えます。一人ひとり人生が違うよう
に、私たちの支援も一人ひとりに合

　　25 周年記念イベント　開催！

コルザ 9 月号でお知らせした大野隆司さんの版画グッズの販売
も含め、一日楽しく遊んで学べる体験型イベントを開催します。
ぜひご参加ください。
　　　（お問い合わせ、参加申し込みは上記枠内の tel・fax・mail にて）

　日時　2018 年 ３月 ３日（土） 10：00（開始） ～ 17：00　
　会場　「パレット柏」Day One タワー　３F　
　　　　柏市柏１丁目 7 番１-301 号

　誰もがはたらきやすい社会をめざして。

　【住所】千葉市中央区中央 3-9-9 エレル千葉中央 304
　tel： 043-306-2564 　fax：043-306-2574　　　　
　http://uwnchiba.net    
    e-mail: info@uwnchiba.net （NPO）ユニバーサル就労ネットワークちば

UWN ちば

Ｗ . Ｃｏ連合会

　ワーカーズ・コレクティブで暮らしをデザイン
　
　【住所】柏市十余二 380-97
　tel ＆ fax：04-7134-0072
　http://wcochiba.org
　e-mail: wcochiba@s2.dion.ne.jp

（NPO）ワーカーズコレクティブ
千葉県連合会

ワーカーズコレクティブ千葉県連合会

おかげさまで 25 周年～社会的連帯経済の確かな担い手に～

わせて変化していきます。マニュア
ルにない支援、マニュアル化できな
い支援、それが私たちの就労支援の
特徴の一つでもあります。
　さて、就労支援からひきこもり支
援へと支援領域を広げてきた私たち
ですが、12 月からは毎月のように
イベントが開催される予定です。ユ
ニバーサル就労、ひきこもり支援や
就労準備支援についての報告や問題
提起を千葉市・浦安市・松戸市で実
施させていただく予定です。詳細は
順次ホームページに掲載いたします
ので、ぜひチェックを！

→

《いきいき・どきどき・わくわく》
街の縁側～ W.Co の居場所体験～
　趣味のお教室・健康体操・笑いヨガ・ 
　足つぼマッサージなどのワークショップ
《よりよく生きる選択》
W.Co のエンデイング連携事業　　　
　断捨離講座・葬儀について・法事弁当
　假屋崎省吾プロデュースのお棺にも
　入れます
《これからの街づくり》
暮らしやすい住みやすい街づくり　　
　誰もが活躍できる場を、繋ぐ、結ぶ、
　育てる。
　～こんな時こんな事～ W.Co の生活
　支援サービス　
《販売》
手作り品や食の W.Co のお弁当・惣菜
版画家  大野隆司さんの作品

大野隆司さん制作　
W.Co25 周年オリジナルねこ版画

1712⑫⑬ちばＧ　3.indd   3 2017/11/16   15:46:56

　

　毎日の暮らしに、フェアトレードを。

　【事業本部】千葉市美浜区真砂 5-21-12 １F
　開所時間　13：00 ～ 16：00（水・土・日・祝日休み）
　tel ＆ fax：043-279-8665　
　http://www.jca.apc.org/earthian　
　e-mail: earthian93@jca.apc.org　 （NPO）地球市民交流基金ＥＡＲＴＨＩＡＮ

アーシアン

NPO せっけんの街に新たな地域交流スペースを！せっけんの街

　生まれてくる新しい生命のために。

　【本部】柏市小青田 29-2
　tel：04-7134-0463　fax：04-7134-7468
　http://www.sekkennomachi.org
    e-mail: info@sekkennomachi.org　 （NPO）せっけんの街
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書き損じハガキの収集にご協力ください！

生活クラブ千葉グループからのお知らせ

みんなが集えて語れる場所に

　手賀沼の汚染がきっかけとなり、
捨てられていた天ぷら油からせっけ
んをつくり、資源が循環するしく
みをつくろうと手賀沼せっけん工
場が建設されてから 33 年が経ちま
す。工場は漁協や労働組合、生活ク
ラブ生協千葉の組合員を中心に一口
1,000 円で大勢の「私」が力を合わ
せ建設されました。
　操業以来、障がいのある人と共に

働く工場施設は、製造が一時止まる
ほど修理が必要なところが多々出て
きました。せっけんの良さをさらに
多くの人に広めようと、今年度から
2018 年度にかけ地域交流スペース
づくりと、特に障がいのある人にも
働きやすい快適環境整備をすすめる
ことを計画しています。

工場改築費用のご協力を！

　地域交流スペースでフリーマー
ケット、講演会などさまざまなイベ

ントを開催したり、企画に参画して
くださる方も大募集中です。
　来年度は、工場内のシャワー室な
どを改築したいと考えています。
　さまざまな方面に支援のお願いを
していますが、皆さまからの資金の
応援をどうかよろしくお願いいたし
ます。本部事務局（左上枠内）へご
連絡いただければ、振込用紙を送付
させていただきます。

手賀沼せっけん工場見学会
手賀沼乗船、
手賀沼の源流こんぶくろ池をめぐるツアー

日時：2018 年 1 月 26 日（金）
　　　　　　9：30 ～ 15：40
参加費：1,000 円
　　　　（せっけんのお土産つき）
集合場所：手賀沼親水広場 第１駐車場
詳しくはホームページ、Facebook で。
参加申し込みは、本部事務局へ。
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　いらなくなった未使用の古ハガキ
や書き損じハガキをアーシアンに
送ってください。ハガキは JVC（日

本国際ボランティアセンター）のラオ
スでの活動に役立てられます。
　JVC ではラオスの村人の暮らしの
基盤である森を乱開発から守り、持
続的な農業による生活の改善の活動
を行っています。
  ・収集は 2018 年２月末まで
  ・ハガキは古くてもかまいませんが、消印のない未使用に限ります。
  ・千葉事務所、アーシアンショップ柏までご持参いただくかお送りください。
                                                                                 　 （送料はご負担願います）

年末年始の休業のお知らせ

アーシアン千葉事務所　
12月 27日～１月４日

アーシアンショップ柏　
12月 28日～１月５日

村人との話し合い

入会案内

年会費：正会員（議決権あり）
　　      支援会員 共に 6,000 円
＊生活クラブ組合員は共同購入代金と同時
　引き落とし（毎月 500 円）ができます。

連絡先：アーシアン事務所まで
tel：043-279-8665
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イベント・情報

ブロック企画

ポーセラーツを楽しもう！

12 月 11 日（月）10：00 ～ 12：00
センター柏
託児あり　参加費 1,000 円

（作品により値段が異なります）
担当：児玉　04-7134-3801
井戸端会議の包丁といでランチしよう！

12 月 13 日（水）10：00 ～ 13：00
デポー松葉町　２F 組合員室
参加費材料費 当日の材料費
担当：児玉　04-7134-3801
モッツアレラチーズ作り＆
エッコロサポーター個人登録会

12 月 13 日（水）10：00 ～ 13：00
高根台公民館（船橋市）
託児あり
担当：早川　047-379-1540
LP 講座 家計管理
はじめの一歩～見直しで変わる 明日の家計

12 月 15 日（金）10：00 ～ 12：30
センター市原　
担当：塚本　0436-60-1583
せっけん+αで大掃除大作戦 ! パート２

ヱスケー石鹸生産者交流会

12 月 15 日（金）10：30 ～ 12：30
デポー真砂 　地域交流スペース渚

託児あり  定員 15 人
担当：清松　043-278-7629
UVレジンでクリスマス☆チャームを作ろう！
12 月 15 日（金）10：00 ～ 12：30
センター松戸
託児あり  定員 15 人  参加費 500 円～
担当：鈴木　047-385-4646
かんたん羊毛フェルトのブローチ

12 月 17 日（日）10：30 ～ 14：00
デポー大津ヶ丘　店頭テント
参加費 300 円 /1 つ（ゲスト 500 円 /1 つ）

担当：児玉　04-7134-3801
年末・お正月に向けて

12 月 19 日（火）10：00 ～ 14：00
デポー松葉町　２F 組合員室
参加費 1,500 円
担当：児玉　04-7134-3801
煎茶の入れかた・冬への健康について

12 月 20 日（水）10：00 ～ 12：00
デポー大津ヶ丘地域交流スペース陽だまり

託児あり　参加費 200 円（ゲスト 300 円）

担当：児玉　04-7134-3801
オレンジカフェ流山

12 月 22 日（金）13：30 ～ 15：00
生活クラブ風の村流山 地域交流スペース

参加費 100 円
担当：児玉　04-7134-3801
子どもと作る簡単おせち

12 月 26 日（火）10：30 ～ 13：00
デポー松葉町 ２F 組合員室

定員先着３組　
参加費 300 円 /人（ゲスト 400 円 /人）

担当：児玉　04-7134-3801

＊イベント等の詳細は、各企画の担当まで。各ブロックのセンター・デポーへの問い合わせ（電話番号）は表紙下にあります。

宮脇颯介（そうすけ）くん 2016.10

松井悠奈（ゆうな）ちゃん 2016.11

大河原綾乃（あやの）ちゃん 2016.12

藤原実紀（みのり）ちゃん 2016.12

金田花奈（はな）ちゃん 2017.03

二階堂誠士郎（せいしろう）くん 2017.07

宮本　然（ぜん）くん 2017.09

野口大斗（ひろと）くん 2017.10

こんにちは！赤ちゃん♪

せっけんプレゼント

せっけんを使うことで環境問題を考える
きっかけにしてほしいと、お母さんと赤ちゃ
んに、生活クラブのせっけんを贈ります。

お誕生おめでとう！

暮らしのお金に困っていませんか？
ご相談から融資まであなたに最適なサポート

ご相談はどなたたでも　相談無料　まずはお電話を

　　　生活クラブくらしと家計の相談室　　　tel：043-202-1471
受付時間　10：00 ～ 17：00（日曜・祝日を除く）

千葉県千葉市中央区３- ９- ９  エレル千葉中央ビル 304
生活相談・家計再生支援貸付事業

2018 年 7 月　シャボン玉月間「キャッチコピー」の募集

　生活クラブ虹の街は、せっけん運動ネッ
トワークに加入しています。せっけんの
利用をすすめ、環境問題を考えるきっか
けにと毎年７月をシャボン玉月間として、
ポスターや配送車にマスクをつけて地域
にアピールしてきました。シャボン玉月
間活動期間のシンボルとして活用するポ
スターの制作に向け、標語を募集します。

応募要項　①文字制限・必須用語などはありません。
（シャボン玉月間の活動趣旨に沿ったもの）②複数応
募可　③賞品はありません。（採用されたコピーがポ
スターとなり、全国の街中に登場します

担当：組織部　茂野 043-278-7172

･･･ 過去 3年間の作品 ･･･
2015 年「求む、せっけん生活人！水は循環しています！」
2016 年「とどけ！未来へ！せっけんライフ」　
2017 年「きれいな地球は、きれいな水から」

ちば ユニバーサル農業フェスタ

2017 クリスマス

　ちばユニバーサル農業フェスタは、千葉県
内の農地を守ることを目的として、農業者、
地域住民、障がい者、高齢者、子どもなどさ
まざまな人々が、農業を通じて、出会い、は
たらきあう、あたらしい農業のかたちの考え
を広め、出会いの場を提供するフェスタです。

12 月 16 日（土）10：00 ～15：00
四街道市文化センター
　　　　　　　　（駐車場・広場・館内）

　　　　　　     ＊雨天の場合、館内で開催

●クリスマスコンサート　●販売ブース
●福祉施設紹介・販売フェア「大きなテー
ブル」　●ワークショップ・体験イベント
●相談コーナー　●お楽しみ抽選会など
＊生活クラブは佐倉ブロックが出展し、
　ジュースの試飲や消費材（食品・せっけん
　など）の販売をします。
＊詳しくは、１１ページをご覧ください。
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申込書・申請書　コルザ 12 月号
配達時または、デポーフロアに提出して下さい。

　事務局記入欄　センター / デポー（　　　　）、配達コース（　　）-（　  　）

＊せっけんプレゼント希望の方は、申請書に必要事項を記入して提出してください。
　対象は組合員のお子さんで、１歳未満の赤ちゃん。１歳の誕生日の前日までに申請してください。

夢風ニュース＆申込書

＊いただいた個人情報は適切に管理し、目的以外には使用しません。　
＊企画参加希望で詳細を知りたい方は、担当までご連絡ください。

本部宛　シャボン玉 / 組織　茂野

生活クラブ風車「夢風」5周年記念
　７月 29・30日、生活クラブ風車「夢
風」５周年記念イベントを行いました。
　30日は、にかほ市福祉交流センター
スマイルにて、にかほ市と生活クラブ
東京・神奈川・埼玉・千葉、グリーンファ
ンド秋田との連携推進協議会の主催で
生活クラブ風車「夢風」建設５周年記

念フォーラムを開
催。ドキュメンタ
リー映画『おだや
かな革命』が全国
に先駆け上映され
ました。この映画
は、山形県鶴岡市
在住の渡辺智史さ

んが監督し、２年前から取材を重ね製

作したものです。2015 年夏には生活
クラブ風車「夢風」も取材され、映画
のなかでもこの取り組みについて丁寧
に語られています。映画は、今後全国
で上映される予定です。
にかほ市平沢小学校環境教育を実施
　生活クラブ風車「夢風」の余剰を広
くにかほ市に還元し地域間連携をより
すすめるため、にかほ市の小中学校で
の環境教育を、2017 年度連携推進協
議会で方針化しています。10月４日、
風車の建設地である芹田地区の子ども
たちも通う、にかほ市立平沢小学校
の６年生（64 人）に、理科の時間を
使って出前授業を行いました。時折雨
も降り風の吹く寒い日でしたが、子ど
もたちは小学校からバスで風車サイト
まで移動し、真剣な表情で授業を受け
ていました。講師は生活クラブ千葉理
事の船水香さん、生活クラブ埼玉理事
の澁谷起代子さんが担当。1クラスず

つ交代で講師を務め、風力発電の起源
や、仕組み、１基当たりの発電量、風
力発電のメリット・デメリットや夢風
ブランドの取り組みについて説明しま
した。その後、（株）市民風力発電の
事業開発部マネージャー原田美菜子さ
ん、電気主任技術者高橋誠治さん、技
術統括部黒谷友さんの協力のもと、風
車や変電所のなかの見学をしました。
　講師の２人は、「風車を建てた人、
メンテナンスする人、地域の人などさ
まざまな人が関わり、想いを積み上げ
てつくられていることをこの講座を通
してほんの少しでも感じてもらえた
ら」「教えるというよりは一緒に勉強
することができた」と話しました。

風車の発電実績　
　８月の発電量…153,380kWh
　９月の発電量…286,896kWh

発行　一般社団法人グリーンファンド秋田

生活クラブ風車

＊夢風ニュース vol.63、vol.64 より抜粋。

　全文は生活クラブ虹の街HPで公開中です。

組合員氏名 組合員番号 申込
締切

シャボン玉
キャッチコピー

12/21

　　　　こんにちは！赤ちゃん♪せっけんプレゼント　申請　　　　　（太枠の組合員氏名と番号を記入してください）

１歳の
誕生日
の前日
までに
申請

赤ちゃんの
なまえ

ふりがな
赤ちゃんの生年月 　20　　　年　　月生まれ

　　　　　　　　　　　　　　　　（男・女）

『コルザ』に掲載してもよろしいですか。　（はい・いいえ）
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（14）コルザ 2017 年 12 月号 No.389

イベント・情報

ブロック企画

ポーセラーツを楽しもう！

12 月 11 日（月）10：00 ～ 12：00
センター柏
託児あり　参加費 1,000 円

（作品により値段が異なります）
担当：児玉　04-7134-3801
井戸端会議の包丁といでランチしよう！

12 月 13 日（水）10：00 ～ 13：00
デポー松葉町　２F 組合員室
参加費材料費 当日の材料費
担当：児玉　04-7134-3801
モッツアレラチーズ作り＆
エッコロサポーター個人登録会

12 月 13 日（水）10：00 ～ 13：00
高根台公民館（船橋市）
託児あり
担当：早川　047-379-1540
LP 講座 家計管理
はじめの一歩～見直しで変わる 明日の家計

12 月 15 日（金）10：00 ～ 12：30
センター市原　
担当：塚本　0436-60-1583
せっけん+αで大掃除大作戦 ! パート２

ヱスケー石鹸生産者交流会

12 月 15 日（金）10：30 ～ 12：30
デポー真砂 　地域交流スペース渚

託児あり  定員 15 人
担当：清松　043-278-7629
UVレジンでクリスマス☆チャームを作ろう！
12 月 15 日（金）10：00 ～ 12：30
センター松戸
託児あり  定員 15 人  参加費 500 円～
担当：鈴木　047-385-4646
かんたん羊毛フェルトのブローチ

12 月 17 日（日）10：30 ～ 14：00
デポー大津ヶ丘　店頭テント
参加費 300 円 /1 つ（ゲスト 500 円 /1 つ）

担当：児玉　04-7134-3801
年末・お正月に向けて

12 月 19 日（火）10：00 ～ 14：00
デポー松葉町　２F 組合員室
参加費 1,500 円
担当：児玉　04-7134-3801
煎茶の入れかた・冬への健康について

12 月 20 日（水）10：00 ～ 12：00
デポー大津ヶ丘地域交流スペース陽だまり

託児あり　参加費 200 円（ゲスト 300 円）

担当：児玉　04-7134-3801
オレンジカフェ流山

12 月 22 日（金）13：30 ～ 15：00
生活クラブ風の村流山 地域交流スペース

参加費 100 円
担当：児玉　04-7134-3801
子どもと作る簡単おせち

12 月 26 日（火）10：30 ～ 13：00
デポー松葉町 ２F 組合員室

定員先着３組　
参加費 300 円 /人（ゲスト 400 円 /人）

担当：児玉　04-7134-3801

＊イベント等の詳細は、各企画の担当まで。各ブロックのセンター・デポーへの問い合わせ（電話番号）は表紙下にあります。

宮脇颯介（そうすけ）くん 2016.10

松井悠奈（ゆうな）ちゃん 2016.11

大河原綾乃（あやの）ちゃん 2016.12

藤原実紀（みのり）ちゃん 2016.12

金田花奈（はな）ちゃん 2017.03

二階堂誠士郎（せいしろう）くん 2017.07

宮本　然（ぜん）くん 2017.09

野口大斗（ひろと）くん 2017.10

こんにちは！赤ちゃん♪

せっけんプレゼント

せっけんを使うことで環境問題を考える
きっかけにしてほしいと、お母さんと赤ちゃ
んに、生活クラブのせっけんを贈ります。

お誕生おめでとう！

暮らしのお金に困っていませんか？
ご相談から融資まであなたに最適なサポート

ご相談はどなたたでも　相談無料　まずはお電話を

　　　生活クラブくらしと家計の相談室　　　tel：043-202-1471
受付時間　10：00 ～ 17：00（日曜・祝日を除く）

千葉県千葉市中央区３- ９- ９  エレル千葉中央ビル 304
生活相談・家計再生支援貸付事業

2018 年 7 月　シャボン玉月間「キャッチコピー」の募集

　生活クラブ虹の街は、せっけん運動ネッ
トワークに加入しています。せっけんの
利用をすすめ、環境問題を考えるきっか
けにと毎年７月をシャボン玉月間として、
ポスターや配送車にマスクをつけて地域
にアピールしてきました。シャボン玉月
間活動期間のシンボルとして活用するポ
スターの制作に向け、標語を募集します。

応募要項　①文字制限・必須用語などはありません。
（シャボン玉月間の活動趣旨に沿ったもの）②複数応
募可　③賞品はありません。（採用されたコピーがポ
スターとなり、全国の街中に登場します

担当：組織部　茂野 043-278-7172

･･･ 過去 3年間の作品 ･･･
2015 年「求む、せっけん生活人！水は循環しています！」
2016 年「とどけ！未来へ！せっけんライフ」　
2017 年「きれいな地球は、きれいな水から」

ちば ユニバーサル農業フェスタ

2017 クリスマス

　ちばユニバーサル農業フェスタは、千葉県
内の農地を守ることを目的として、農業者、
地域住民、障がい者、高齢者、子どもなどさ
まざまな人々が、農業を通じて、出会い、は
たらきあう、あたらしい農業のかたちの考え
を広め、出会いの場を提供するフェスタです。

12 月 16 日（土）10：00 ～15：00
四街道市文化センター
　　　　　　　　（駐車場・広場・館内）

　　　　　　     ＊雨天の場合、館内で開催

●クリスマスコンサート　●販売ブース
●福祉施設紹介・販売フェア「大きなテー
ブル」　●ワークショップ・体験イベント
●相談コーナー　●お楽しみ抽選会など
＊生活クラブは佐倉ブロックが出展し、
　ジュースの試飲や消費材（食品・せっけん
　など）の販売をします。
＊詳しくは、１１ページをご覧ください。
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申込書・申請書　コルザ 12 月号
配達時または、デポーフロアに提出して下さい。

　事務局記入欄　センター / デポー（　　　　）、配達コース（　　）-（　  　）

＊せっけんプレゼント希望の方は、申請書に必要事項を記入して提出してください。
　対象は組合員のお子さんで、１歳未満の赤ちゃん。１歳の誕生日の前日までに申請してください。

夢風ニュース＆申込書

＊いただいた個人情報は適切に管理し、目的以外には使用しません。　
＊企画参加希望で詳細を知りたい方は、担当までご連絡ください。

本部宛　シャボン玉 / 組織　茂野

生活クラブ風車「夢風」5周年記念
　７月 29・30日、生活クラブ風車「夢
風」５周年記念イベントを行いました。
　30日は、にかほ市福祉交流センター
スマイルにて、にかほ市と生活クラブ
東京・神奈川・埼玉・千葉、グリーンファ
ンド秋田との連携推進協議会の主催で
生活クラブ風車「夢風」建設５周年記

念フォーラムを開
催。ドキュメンタ
リー映画『おだや
かな革命』が全国
に先駆け上映され
ました。この映画
は、山形県鶴岡市
在住の渡辺智史さ

んが監督し、２年前から取材を重ね製

作したものです。2015 年夏には生活
クラブ風車「夢風」も取材され、映画
のなかでもこの取り組みについて丁寧
に語られています。映画は、今後全国
で上映される予定です。
にかほ市平沢小学校環境教育を実施
　生活クラブ風車「夢風」の余剰を広
くにかほ市に還元し地域間連携をより
すすめるため、にかほ市の小中学校で
の環境教育を、2017 年度連携推進協
議会で方針化しています。10月４日、
風車の建設地である芹田地区の子ども
たちも通う、にかほ市立平沢小学校
の６年生（64 人）に、理科の時間を
使って出前授業を行いました。時折雨
も降り風の吹く寒い日でしたが、子ど
もたちは小学校からバスで風車サイト
まで移動し、真剣な表情で授業を受け
ていました。講師は生活クラブ千葉理
事の船水香さん、生活クラブ埼玉理事
の澁谷起代子さんが担当。1クラスず

つ交代で講師を務め、風力発電の起源
や、仕組み、１基当たりの発電量、風
力発電のメリット・デメリットや夢風
ブランドの取り組みについて説明しま
した。その後、（株）市民風力発電の
事業開発部マネージャー原田美菜子さ
ん、電気主任技術者高橋誠治さん、技
術統括部黒谷友さんの協力のもと、風
車や変電所のなかの見学をしました。
　講師の２人は、「風車を建てた人、
メンテナンスする人、地域の人などさ
まざまな人が関わり、想いを積み上げ
てつくられていることをこの講座を通
してほんの少しでも感じてもらえた
ら」「教えるというよりは一緒に勉強
することができた」と話しました。

風車の発電実績　
　８月の発電量…153,380kWh
　９月の発電量…286,896kWh

発行　一般社団法人グリーンファンド秋田

生活クラブ風車

＊夢風ニュース vol.63、vol.64 より抜粋。

　全文は生活クラブ虹の街HPで公開中です。

組合員氏名 組合員番号 申込
締切

シャボン玉
キャッチコピー

12/21

　　　　こんにちは！赤ちゃん♪せっけんプレゼント　申請　　　　　（太枠の組合員氏名と番号を記入してください）

１歳の
誕生日
の前日
までに
申請

赤ちゃんの
なまえ

ふりがな
赤ちゃんの生年月 　20　　　年　　月生まれ

　　　　　　　　　　　　　　　　（男・女）

『コルザ』に掲載してもよろしいですか。　（はい・いいえ）
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イベント・情報

ブロック企画

ポーセラーツを楽しもう！

12 月 11 日（月）10：00 ～ 12：00
センター柏
託児あり　参加費 1,000 円

（作品により値段が異なります）
担当：児玉　04-7134-3801
井戸端会議の包丁といでランチしよう！

12 月 13 日（水）10：00 ～ 13：00
デポー松葉町　２F 組合員室
参加費材料費 当日の材料費
担当：児玉　04-7134-3801
モッツアレラチーズ作り＆
エッコロサポーター個人登録会

12 月 13 日（水）10：00 ～ 13：00
高根台公民館（船橋市）
託児あり
担当：早川　047-379-1540
LP 講座 家計管理
はじめの一歩～見直しで変わる 明日の家計

12 月 15 日（金）10：00 ～ 12：30
センター市原　
担当：塚本　0436-60-1583
せっけん+αで大掃除大作戦 ! パート２

ヱスケー石鹸生産者交流会

12 月 15 日（金）10：30 ～ 12：30
デポー真砂 　地域交流スペース渚

託児あり  定員 15 人
担当：清松　043-278-7629
UVレジンでクリスマス☆チャームを作ろう！
12 月 15 日（金）10：00 ～ 12：30
センター松戸
託児あり  定員 15 人  参加費 500 円～
担当：鈴木　047-385-4646
かんたん羊毛フェルトのブローチ

12 月 17 日（日）10：30 ～ 14：00
デポー大津ヶ丘　店頭テント
参加費 300 円 /1 つ（ゲスト 500 円 /1 つ）

担当：児玉　04-7134-3801
年末・お正月に向けて

12 月 19 日（火）10：00 ～ 14：00
デポー松葉町　２F 組合員室
参加費 1,500 円
担当：児玉　04-7134-3801
煎茶の入れかた・冬への健康について

12 月 20 日（水）10：00 ～ 12：00
デポー大津ヶ丘地域交流スペース陽だまり

託児あり　参加費 200 円（ゲスト 300 円）

担当：児玉　04-7134-3801
オレンジカフェ流山

12 月 22 日（金）13：30 ～ 15：00
生活クラブ風の村流山 地域交流スペース

参加費 100 円
担当：児玉　04-7134-3801
子どもと作る簡単おせち

12 月 26 日（火）10：30 ～ 13：00
デポー松葉町 ２F 組合員室

定員先着３組　
参加費 300 円 /人（ゲスト 400 円 /人）

担当：児玉　04-7134-3801

＊イベント等の詳細は、各企画の担当まで。各ブロックのセンター・デポーへの問い合わせ（電話番号）は表紙下にあります。

宮脇颯介（そうすけ）くん 2016.10

松井悠奈（ゆうな）ちゃん 2016.11

大河原綾乃（あやの）ちゃん 2016.12

藤原実紀（みのり）ちゃん 2016.12

金田花奈（はな）ちゃん 2017.03

二階堂誠士郎（せいしろう）くん 2017.07

宮本　然（ぜん）くん 2017.09

野口大斗（ひろと）くん 2017.10

こんにちは！赤ちゃん♪

せっけんプレゼント

せっけんを使うことで環境問題を考える
きっかけにしてほしいと、お母さんと赤ちゃ
んに、生活クラブのせっけんを贈ります。

お誕生おめでとう！

暮らしのお金に困っていませんか？
ご相談から融資まであなたに最適なサポート

ご相談はどなたたでも　相談無料　まずはお電話を

　　　生活クラブくらしと家計の相談室　　　tel：043-202-1471
受付時間　10：00 ～ 17：00（日曜・祝日を除く）

千葉県千葉市中央区３- ９- ９  エレル千葉中央ビル 304
生活相談・家計再生支援貸付事業

2018 年 7 月　シャボン玉月間「キャッチコピー」の募集

　生活クラブ虹の街は、せっけん運動ネッ
トワークに加入しています。せっけんの
利用をすすめ、環境問題を考えるきっか
けにと毎年７月をシャボン玉月間として、
ポスターや配送車にマスクをつけて地域
にアピールしてきました。シャボン玉月
間活動期間のシンボルとして活用するポ
スターの制作に向け、標語を募集します。

応募要項　①文字制限・必須用語などはありません。
（シャボン玉月間の活動趣旨に沿ったもの）②複数応
募可　③賞品はありません。（採用されたコピーがポ
スターとなり、全国の街中に登場します

担当：組織部　茂野 043-278-7172

･･･ 過去 3年間の作品 ･･･
2015 年「求む、せっけん生活人！水は循環しています！」
2016 年「とどけ！未来へ！せっけんライフ」　
2017 年「きれいな地球は、きれいな水から」

ちば ユニバーサル農業フェスタ

2017 クリスマス

　ちばユニバーサル農業フェスタは、千葉県
内の農地を守ることを目的として、農業者、
地域住民、障がい者、高齢者、子どもなどさ
まざまな人々が、農業を通じて、出会い、は
たらきあう、あたらしい農業のかたちの考え
を広め、出会いの場を提供するフェスタです。

12 月 16 日（土）10：00 ～15：00
四街道市文化センター
　　　　　　　　（駐車場・広場・館内）

　　　　　　     ＊雨天の場合、館内で開催

●クリスマスコンサート　●販売ブース
●福祉施設紹介・販売フェア「大きなテー
ブル」　●ワークショップ・体験イベント
●相談コーナー　●お楽しみ抽選会など
＊生活クラブは佐倉ブロックが出展し、
　ジュースの試飲や消費材（食品・せっけん
　など）の販売をします。
＊詳しくは、１１ページをご覧ください。
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申込書・申請書　コルザ 12 月号
配達時または、デポーフロアに提出して下さい。

　事務局記入欄　センター / デポー（　　　　）、配達コース（　　）-（　  　）

＊せっけんプレゼント希望の方は、申請書に必要事項を記入して提出してください。
　対象は組合員のお子さんで、１歳未満の赤ちゃん。１歳の誕生日の前日までに申請してください。

夢風ニュース＆申込書

＊いただいた個人情報は適切に管理し、目的以外には使用しません。　
＊企画参加希望で詳細を知りたい方は、担当までご連絡ください。

本部宛　シャボン玉 / 組織　茂野

生活クラブ風車「夢風」5周年記念
　７月 29・30日、生活クラブ風車「夢
風」５周年記念イベントを行いました。
　30日は、にかほ市福祉交流センター
スマイルにて、にかほ市と生活クラブ
東京・神奈川・埼玉・千葉、グリーンファ
ンド秋田との連携推進協議会の主催で
生活クラブ風車「夢風」建設５周年記

念フォーラムを開
催。ドキュメンタ
リー映画『おだや
かな革命』が全国
に先駆け上映され
ました。この映画
は、山形県鶴岡市
在住の渡辺智史さ

んが監督し、２年前から取材を重ね製

作したものです。2015 年夏には生活
クラブ風車「夢風」も取材され、映画
のなかでもこの取り組みについて丁寧
に語られています。映画は、今後全国
で上映される予定です。
にかほ市平沢小学校環境教育を実施
　生活クラブ風車「夢風」の余剰を広
くにかほ市に還元し地域間連携をより
すすめるため、にかほ市の小中学校で
の環境教育を、2017 年度連携推進協
議会で方針化しています。10月４日、
風車の建設地である芹田地区の子ども
たちも通う、にかほ市立平沢小学校
の６年生（64 人）に、理科の時間を
使って出前授業を行いました。時折雨
も降り風の吹く寒い日でしたが、子ど
もたちは小学校からバスで風車サイト
まで移動し、真剣な表情で授業を受け
ていました。講師は生活クラブ千葉理
事の船水香さん、生活クラブ埼玉理事
の澁谷起代子さんが担当。1クラスず

つ交代で講師を務め、風力発電の起源
や、仕組み、１基当たりの発電量、風
力発電のメリット・デメリットや夢風
ブランドの取り組みについて説明しま
した。その後、（株）市民風力発電の
事業開発部マネージャー原田美菜子さ
ん、電気主任技術者高橋誠治さん、技
術統括部黒谷友さんの協力のもと、風
車や変電所のなかの見学をしました。
　講師の２人は、「風車を建てた人、
メンテナンスする人、地域の人などさ
まざまな人が関わり、想いを積み上げ
てつくられていることをこの講座を通
してほんの少しでも感じてもらえた
ら」「教えるというよりは一緒に勉強
することができた」と話しました。

風車の発電実績　
　８月の発電量…153,380kWh
　９月の発電量…286,896kWh

発行　一般社団法人グリーンファンド秋田

生活クラブ風車

＊夢風ニュース vol.63、vol.64 より抜粋。

　全文は生活クラブ虹の街HPで公開中です。

組合員氏名 組合員番号 申込
締切

シャボン玉
キャッチコピー

12/21

　　　　こんにちは！赤ちゃん♪せっけんプレゼント　申請　　　　　（太枠の組合員氏名と番号を記入してください）

１歳の
誕生日
の前日
までに
申請

赤ちゃんの
なまえ

ふりがな
赤ちゃんの生年月 　20　　　年　　月生まれ

　　　　　　　　　　　　　　　　（男・女）

『コルザ』に掲載してもよろしいですか。　（はい・いいえ）

1712⑭⑮　2.indd   2 2017/11/16   15:50:1120171117コル�12月号.indd   15 17/11/17   13:24



青果物キャンペーン(～12/16)
　青果の提携産地の品目を中心にご紹介。
　生産者へのメッセージカードを書くと抽選で野菜果物セットが当たる。

生産者紹介：オルタフーズウィーク（12/4～ 9）
　中華まんじゅうなどでおなじみのオルタフーズとその消費材を

　ご紹介。特におすすめは、プチ肉まん・甘食
ビオサポ週 (12/4～ 9）　ビオサポレシピを紹介
　試食あり。日程はデポーによって違います。

　12/4：みつわ台、大津ヶ丘　12/5：真砂、浦安
　12/6：木刈、園生　　12/8：新松戸、松葉町

チョコレートの日（12/6・7）お見逃しなく！

　ほんとうにおいしい！とファンの多いチョコレート。　

　クリスマスを前に　人気アイテム
年末調味料＆乾物の日（12/8・9）
　年末年始に備えて、調味料や乾物類は早めにストック！

　筑前煮やお雑煮、焼き餅などに。丸大豆醤油900㎖ 
　素精糖・焼きのり・みついし昆布・パックだしなど

アイスクリームフェア（12/13）年末年始用にもどうぞ

　アイスクリーム
　ビジョンフードの日（12/15）12月のテーマは「青果」
　｢アースメイド野菜 ｣について紹介します。

プレクリスマスWポイントデー（12/15・16）２日間Wポイント
　クリスマス前の週末、パスタはいかがですか？

　スパゲティ 1.6mm・簡単パスタソース類など
　この週末からクリスマス用品の入荷も始まります！

年末フェア（12/26 ～ 31）
　年末・お正月用品が盛りだくさん！　
年末フェア（12/26 ～ 31）鍋物フェア鍋物フェア年末フェア（12/26 ～ 31）鍋物フェア鍋物フェア年末フェア（12/26 ～ 31）

チョコレートの日（12/6・7）お見逃しなく！

生産者紹介：オルタフーズウィーク（12/4～ 9）

アイスクリームフェア（12/13）年末年始用にもどうぞ　連休はおうちでゆっくりおいしいものを食べましょアイスクリームフェア（12/13）　連休はおうちでゆっくりおいしいものを食べましょアイスクリームフェア（12/13）年末年始用にもどうぞ　連休はおうちでゆっくりおいしいものを食べましょ年末年始用にもどうぞ

プレクリスマスWポイントデー（12/15・16）２日間Wポイント

青果物キャンペーン(～12/16)

　ビジョンフードの日（12/15）12月のテーマは「青果」

年末調味料＆乾物の日（12/8・9）

日 月 火 水 木 金 土
３　 ４ ５ ６ ７ ８ ９

10　

お休み
以降年内無休

11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21  22 23

24

年内最終

25 26 27 28 29 30

31　17：00まで

（16）コルザ 2017 年 12 月号No.389

12 月のデポー

＊2017年 11月 6日作成　イベントや入荷予定、試食の内容などは変更になることもあります。

イベント案内

年末年始の準備にお買い忘れなく！
班や個別配送の方も、お気軽にデポー
をご利用ください。
←お近くのデポーはHPで検索。

５％
off 

　　　青果物キャンペーン（～ 16）

せっけんの街の日 →園生・大津ヶ丘
　　は 12/5

＊せっけんの街のせっけんなど５％off

プレクリスマスWポイントデー
平牧金華豚の日平牧金華豚の日

ほうきね牛入荷

デポーで、
　つくった人に会ってみよう！

12/5 東薫酒造　十富禄酒他 日本酒試飲会
　AM：松葉町　PM：新松戸

年末調味料＆乾物の日

５％
off 

12/10  全デポーお休み（年内最終休み・以降年内無休）
12/24  平日の閉所時間までオープン
12/31  17：00までオープン
 1/ 1（月）～ 5（金）  全デポーお休み

デポー
の

お休みなど

ビジョンフードの日

クリスマスフェア（12/21 ～ 24）
クリスマス用品各種そろいます。

　　　　おすすめワインなど

丸鶏・鶏骨付きモモ予約受け渡しも。
予約数量限定のため、詳しくはデポー
でご確認ください。

　　  チョコレートの日　　  チョコレートの日　　  チョコレートの日

アイスクリーム
フェア

ほうきね牛入荷

ポイント制度 実施中 ! 
デポーカードの提示でポイントがつきます。
500ポイントで500円のクーポン券発行。
デポーカードをお持ちなら、班・個別配送の
方も対象です。 

５％
off 

５％
off 

５％
off 

　クリスマスフェア（～ 24）

　年末フェア（～ 31）

ビオサポ週 (12/4～ 9）　ビオサポレシピを紹介

予約受付中

スタンプラリー 実施中
期間限定：2018年3月まで

1ヵ月に８回、デポーで買い
物した方にもれなく消費材
のサンプルをプレゼント。
さらにラリー終了後、抽選で
各デポー1人に牛ステーキ肉
をプレゼント！
（班・個人宅配利用の方も対象）

メールマガジン

携帯・スマ
ホにデポー

の

耳寄りな情
報が届きま

す

好評配信中

オルタフーズウィーク
　　　青果物キャンペーン

黒豚の日

クリスマスフェア

　　　　おすすめワイン

23
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